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古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広
報
や
ず
　
３
４
号 

平
成
　
年
　
月
１
日
発
行
　
毎
月
１
日
発
行
　
印
刷
・
綜
合
印
刷
出
版 

（株） 

広
報
に
の
っ
て
い
る
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、 

20

１ 

オープン！ 

ユ・
ウン
ギョンさんを紹介します！ユ・

ウン
ギョンさんを紹介します！ユ・

ウン
ギョンさんを紹介します！

　平成20年４月からごみの減量化を推進するため、燃
えるごみの収集回数を週３回から週２回に変更します。 
　また、多くの皆様から要望のありましたプラスチッ
クごみの収集回数を、月３回から週１回に変更します。
その他のごみの収集回数については変更ありません。 

 
 
 
 
※祝祭日がある週については、収集が変則的になる場合
があります。今後お配りする予定の、ごみ収集カレン
ダーでご確認ください。 

 
 
　「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に
関する法律」によるペットボトルの対象範囲が、平成
20年４月から拡大されることになりました。 
　鳥取県東部圏域では、現在収集しているペットボト
ルに加えて、酢、みりん、麺つゆが加わり、ペットボ
トルの収集範囲が次のとおりになります。 
 
「清涼飲料水」「酒類」「醤油・醤油加工品」「乳飲料」
「みりん・みりん風調味料」「食酢」「麺つゆ」が入
った　　の表示があるペットボトル 
 
　「ドレッシング」や「焼き肉のたれ」、「ソース類」
などが入った容器は、従来どおりプラスチックごみに
出してください。  
【お問い合わせ先】八頭町役場 福祉課　176－0211

　冬はエネルギーの消費が増加する季節です。普段の
生活をちょっと振り返り、過度の暖房は控え暖房器具
を効率的に使用するなどの省エネを実践しましょう。  
［エアコン］ 
　室温20℃を目安に温度を設定しましょう。エアコン
のフィルターは、月に１・２回は清掃しましょう。  
［ガス・石油ファンヒーター］ 
　設定温度は20℃を目安にしましょう。フィルターの
清掃もこまめに行いましょう。  
［電気カーペット］ 
　低めの温度設定に心がけましょう。部屋の広さに合
ったものを選び、断熱マットを引くのも一考です。  
［電気コタツ］ 
　敷き布団と上掛けをセットで使うと床への放熱を防
げ、省エネには有効です。 

ごみの収集内容変更にご協力をお願いします 

暖房温度は20℃を目安に 冬の省エネ 

ごみの収集回数の変更について 
 

ペットボトルの対象範囲の拡大について 

ごみの収集回数の変更について 
 

ペットボトルの対象範囲の拡大について 

ごみの収集回数の変更について 
 

ペットボトルの対象範囲の拡大について 

（アンニョンハセヨ！） （アンニョンハセヨ！） 

こんに
ちわ！

 

　明けましておめでとうございます！（セへ　ポクマ
ニ　パドゥセヨ！） 
　日本で初めての冬を過ごしています。気温が零下
に下がり、川の水が凍るほど寒い韓国の冬と比べ、
日本の冬はとても暖かいと聞きましたが、韓国より
ずっと寒いと感じています。韓国には昔から冬の厳
しい寒さを乗り越えるための建築方式として、「オ
ンドル」（日本でいう床暖房）があります。オンドルは、
部屋を床から暖めて、その熱で部屋全体を暖めると
ても効率的なもので、韓国人の生活には決して欠か
せないもののひとつです。最近は、日本でも床暖房
が増えてきていますが、韓国ほど広まっておらず、
部屋の中が寒い日本の住宅構造が、オンドルに慣れ
た私には体の芯から冷えてこたえます。でも、韓国
にはない「コタツ」や「カイロ」があるし、寒がりの
私を気にかけてくださる職員や住民の皆さんの暖か
い心遣いのおかげで、とても助かっています。 
　また、八頭町に来て初めて、保育所や小学校、中
学校で授業をしました。横城郡について紹介したり、
簡単な韓国語を教えたり、一緒に韓国料理を作った
り、韓国の遊びをしたりしながら楽しい時間を過ご
しました。韓国に関心を持って、色々な質問をして
くる子ども達を見て、みんな可愛くて純粋な心を持
っていると感じました。 
　韓国では、旧暦で暦を読むため、元旦（１月１日）
よりも旧正月（ソルラル：２月６日～10日）のほうが、
新年、お正月といった考え方です。ソルラル当日は、
朝早く起きて韓服（ハンポク）を着て、親戚一同が集
まって先祖をまつる茶礼（チャレ）を行い、お正月の
挨拶をして子ども達にお年玉をあげます。お年玉は、
子ども達にとって一番の楽しみです。お正月の朝ご
飯は、お餅入のスープ（トックッ）を食べると決まっ
ています。朝ご飯を食べた後は、先祖のお墓参りを
して、韓国の伝統的な遊びであるユンノリ（日本で言
う双六）をします。その雰囲気はまるで宴会のよう
です。 
　初めて迎える日本のお正月はどんな感じなのかと
とても楽しみにしています。 

　韓国 横城郡庁 行政研修生  柳  恩京（ユ ウンギョン） 
 

丹比小学校交流 
　～かくれんぼ遊び～ 

船岡小学校交流 
～韓国チヂミづくり～ 

品　　目 
燃えるごみ 

プラスチック 

現　行 
３回／週 

３回／月 

 

平成20年４月から 
２回／週 

１回／週 

 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

新年のごあいさつ 

２００７年を振り返る 

八頭町の給与等公表 

男女共同参画フェスティバル開催 

男女共同参画アンケート結果報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・２P 

・・・・・・・・・・・・・・・３P 

・・・・・・・・・・・・・・・・４～５P 

・・・・・・８～９P 

・・・・・・・・10P 

 

今月の主な内容 

12月15日、船岡公民館チャレンジ教室で「チクリンくん
の凧作り」を行いました。まず、チクリンくんのイラスト
を色塗りした後、竹ひごを使って骨組みを作りました。苦
労したところもありましたが、最後にはちゃんと揚がる凧
を作ることができました。 

平成20年 
（2008） 1月号 

No. 34

チャレンジ教室　凧作り 

新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 
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新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
八
頭
町
が
誕
生
し
ま
し
て
、
も
う
す
ぐ
三
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
に
は
、
船
岡
小
学
校
の
建
設
、
八
東
図
書
室
の
整
備
、
中

央
中
学
校
校
舎
の
改
築
等
、
教
育
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
町
民
皆
様
に
は
町
政
に
対
し
ま
し
て
、
多
方
面
に
わ
た
り
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
昨
年
は
、
八
頭
町
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
と
八
頭
町
音
頭
が
完
成
し
、

町
民
皆
様
に
お
披
露
目
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
歌
い
踊
り
、
親
し
み
を
持
っ
て
広
め
、
八
頭
町
の
一
体

感
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
当
面
の
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
河
原
イ

ン
タ
ー
線
の
道
路
整
備
、
八
東
川
・
私
都
川
の
河
川
改
修
、
島
ダ
ム
橋

架
け
替
え
工
事
、
町
道
私
都
中
央
線
の
整
備
促
進
な
ど
、
早
期
完
了
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
山

間
地
農
林
業
等
産
業
の
充
実
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
さ
ら
に
は
情
報

通
信
網
の
整
備
な
ど
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

　
定
住
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
新
宿
団
地
の
二
期
工
事
が
完
成
見
込
み

で
あ
り
、
早
期
に
募
集
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
少
子
化
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
保
育
体
制
の
実
現
の

た
め
に
保
育
所
の
適
正
配
置
と
、
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
安
心
し
て
子
供
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
保
育
施
策
、
学
校
教
育
の
充
実
と
、
発
達
障
害

者
支
援
開
発
事
業
の
拡
充
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
更
に
厳
し
い
事
態
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
と
の
対
話
に
心
が
け
、
よ
り
い
っ
そ
う
、
皆
様
の
参
画
を

い
た
だ
き
、
公
平
で
公
正
な
行
政
を
推
進
し
、
情
報
公
開
な
ど
透
明
性

を
も
っ
た
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
は
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
様
々

な
行
財
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
人

が
輝
き
・
集
い
・
夢
広
が
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
町
民
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
今
後
よ
り
い
っ

そ
う
行
政
改
革
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
将
来
に
わ
た
っ
て

八
頭
町
民
の
安
心
、
安
全
、
八
頭
町
の
発
展
を
求
め
、
本
年
も
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

　
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が
心
豊
か

で
や
す
ら
ぎ
と
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

      　
　
　
　
八
頭
町
成
人
式
が
開

催
さ
れ
、
３
１
７
名
が
新
た
に

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。 

           　
　
　
　
八
頭
町
消
防
団
出
初

式
が
開
催
さ
れ
、
住
民
の
安
全

確
保
と
防
火
に
努
め
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。 

         

       　
　
　
　
校
舎
等
の
老
朽
化
に

と
も
な
う
船
岡
小
学
校
の
改
築

工
事
が
完
了
し
、
関
係
者
及
び

全
校
児
童
が
出
席
し
て
竣
工
を

祝
い
ま
し
た
。 

               　
　
　
　
八
頭
町
合
併
２
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
公
開
録
音
「
真
打
ち
競
演
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
町
内
外
５
４
０
名
余
り
の
皆

さ
ん
に
、
名
人
芸
を
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 　
　
　
　
ふ
な
お
か
竹
林
ま
つ

り
と
八
東
ふ
る
里
の
森
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。 

               　
　
　
　
安
徳
の
里
姫
路
公
園

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
や
ま
め

釣
り
大
会
参
加
者
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

         

 　
　
　
　
八
頭
町
き
ら
め
き
祭

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
約
３
０

０
０
人
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。 

              　
　
　
　
　
　
　
日
韓
子
ど
も

交
流
事
業
が
開
催
さ
れ
、
韓
国

横
城
郡
と
の
友
好
を
深
め
ま
し

た
。 

           

 　
　
　
　
第
２
回
森
下
広
一
杯

八
頭
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
１
０
５
３
名

の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。 

          　
　
　
　
八
頭
町
男
女
共
同
参

画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
、
共
に
生
き
る
社
会
に
向
け

て
の
認
識
を
深
め
ま
し
た
。 

           　
　
　
　
八
頭
町
部
落
解
放
研

究
集
会
が
開
催
さ
れ
、
誰
も
が

差
別
を
許
さ
な
い
人
権
意
識
を

高
め
ま
し
た
。 

八
頭
八
頭
町
の
主
な
出
来
事

主
な
出
来
事
 

八
頭
八
頭
町
の
主
な
出
来
事

主
な
出
来
事
 

八
頭
町
の
主
な
出
来
事
 

★
２
０
０

２
０
０
７
年
を
振
り
返
る

年
を
振
り
返
る
 

★
２
０
０
７
年
を
振
り
返
る
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控除しきれなかった分は住民税（所得割）から控除されます。 
税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があり
ます。平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税
から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。 

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、 
毎年申告が必要となります。 
平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年3月17日までに、平成20年1月1日
現在お住まいの市区町村へ「市町村民税道府県民税 住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。 

平成20年 

3月17日 
まで 

申告が 
必要です！ 

申告期限 

税源移譲前 税源移譲後 

所得税額 

住宅ローン 
控除可能額 

住宅ローン 
控除可能額 

納付すべき 
所得税額 

控除しきれ 
なかった額 

住民税住宅 
ローン控除額 

納付すべき 
住民税額 所得税 

住宅ローン 
控除額 

所得税額 
が減少 

所得税額 

住宅ローン 
控除額 － ＝ － ＝ 

措
 
置
 

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額
 

所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除 

減少 

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少 

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方 

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ な い 方  

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ る 方  

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法 

源泉徴収票を添付して市区町村へ提出 

所得税の確定申告書とともに税務署へ提出 

住宅ローン控除 Ｑ A＆ 
「住民税の住宅ローン 
　控除額の金額はどう 
　決まるの？」 

Ｑ 

A 「住民税の住宅ローン控除額」は、
「住宅ローン控除可能額」と「税源
移譲前の税率を用いて算出した所得
税額」のいずれか少ない金額から「所
得税の住宅ローン控除額」を差し引
いた金額となります。 

「どういう場合に、 
　住民税の住宅ローン 
　控除の対象となるの？」 

Ｑ 

A 給与所得者の方については、平成
19年分の給与所得の源泉徴収票
の摘要欄に「住宅借入金等特別控
除可能額」が記載され、この金額
が源泉徴収票の「住宅借入金等特
別控除の額」より大きい場合に、
住民税の住宅ローン控除の対象と
なります。 

「平成19年以降に 
　入居した場合は？」 

Ｑ 

A 「住民税の住宅ローン控除」の 
　適用はありません。 
別途、所得税において、新たな住宅
ローン控除制度の特例が設けられま
したので、所轄の税務署にお問い合
わせください。 
（「従来の方式」と「控除率を引き下げて控除期
間を延長する方式 （10年から15年に延長）」
の選択制をとる特例が創設されています。） 

所得税から住宅ローン 
控除額を引ききれ 
なかった方 

○所得税・町県民税・国民健康保険税の申告について 
　所得税は、１年間の所得を翌年の確定申告時期に申告し、納税することになっています。また、所得税はか
からなくても、町県民税や国民健康保険税の計算のために、確定申告をしてください。 
　平成19年分の所得申告期間は、２月18日（月）から３月17日（月）までとなっています。この１年間に生じた
所得を正しく計算して申告していただくために、収入金額や必要経費の分かる書類をお持ちください。 
※書類のない方は、直接税務署へ出かけて申告をしていただくことになります。 
　なお、未申告の方や期間を過ぎてから申告されますと、加算税がかかったり国民健康保険税の軽減措置が受
けられなかったりする場合がありますので、必ず期間内に申告をすませてください。 
※特にアルバイト、契約社員等の方で、一定の所得がある方は必ず申告してください。 
 
○サラリーマンの還付申告はお早めに 
　サラリーマンや年金収入だけの方でも、次のような場合には申告をすると源泉徴収された所得税が還付され
ることがあります。 
１．住宅ローンなどを利用して、マイホームを新築・購入・増改築したとき 
２．自分や家族の病気、けがなどにより多額の医療費を支払った場合 
３．火災、風水害などで住宅や家財に損害を受けたとき 
４．年の中途で退職し、再就職していない場合 
　確定申告期間は２月18日からですが、サラリーマンなどの還付申告は１月から税務署で受け付けます。早め
に申告すれば還付も早くなります。 
　申告用紙は税務課及び各支所住民課に用意しています。 
 
○農業所得の計算方法 
　農業所得の計算方法は収支計算方式（農業収入－必要経費＝農業所得）になっています。 
１．収入金や支払金額の分かる書類の確認 
２．収入・支出（経費）などの記帳、集計 
３．収支内訳書の作成  
など、確定申告の準備をしておいてください。 
　野菜・果実などの個人・共同販売、市場出荷、百円市などによる収入がある場合も収支計算が必要です。 
　申告準備のための書類は税務課及び各支所住民課に用意していますので、活用してください。 
 
○国民年金保険料の「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が必要です 

 
※詳しい日程は広報２月号でお知らせします。 
　対象地域以外の方の申告も受け付けることができ
ますので、都合の良い時に申告をしてください。  
※国税庁ホームページで所得税の確定申告についてご
案内していますので、ぜひご活用ください。 

（http://www.nta.go.jp/） 

 
 
　自宅からインターネットを利用して申告 
書が提出できるのをご存じですか？ご利用への第一歩は、
「開始届出書」の税務署への提出です。 
　詳しくはｅ－Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp/）
をご覧ください。 

インターネットで、所得税の 
確定申告書を提出してみませんか 

確定申告は正しくお早めに 

税　　務　　課　176－0204 
船岡支所住民課　172－0044 
八東支所住民課　184－1222

お 問 い 
合わせ先 

申告相談は地域ごとで行います 
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※
み
〜
ん
な
の
知
恵
と
力
を
す
く
い

上
げ
住
み
よ
い
地
域
、
や
さ
し
い

笑
顔 

※
頭
で
は
　
み
ん
な
わ
か
っ
て
い
る

く
せ
に
口
で
は
言
え
な
い
「
あ
り

が
と
う
」 

※
人
の
心
に
届
く
の
は
大
き
な
声
だ

け
で
す
か
、
や
さ
し
い
心
も
届
き

ま
す 

※
押
し
つ
け
は
腹
も
立
ち
ま
す
疲
れ

ま
す
、
手
分
け
し
て
楽
し
く
や
り

ま
す
家
事
、
育
児 

※
い
つ
の
世
も
男
と
女
の
物
語
、
美

し
く
も
あ
り
悲
し
く
も
あ
り 

※
わ
が
子
を
見
て
は
つ
く
づ
く
思
う

男
女
共
同
参
画
こ
こ
に
あ
り 

※
ゴ
ミ
の
日
は
　
私
集
め
て
　
あ
な

た
出
す 

※
家
事
も
育
児
も
「
強
力
」
要
ら

ぬ
、
要
る
は
「
協
力
」
こ
れ
一
番 

※
我
が
夫
　
職
場
と
家
庭
の
使
い
分

け 

※
お
互
い
の
違
い
を
認
め
て
ほ
ど
よ

い
関
係
　
自
分
ら
し
く
が
心
地
よ

い 

※
仕
事
は
バ
リ
バ
リ
お
父
さ
ん
　
家

庭
内
自
立
は
　
ま
だ
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き 

※
今
年
は
ト
マ
ト
づ
く
り
に
初
挑
戦

季
節
忘
れ
て
未
だ
な
り
続
け
　
姑

に
来
年
も
頼
む
と
か
ら
か
わ
れ 

※
楽
し
さ
邪
魔
す
る
身
体
の
不
調
　

古
希
を
迎
え
て
時
間
の
ゆ
と
り
が

出
来
た
の
に 

※
「
は
い
、
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
孫
と

お
し
め
を
渡
さ
れ
る 

※
私
だ
っ
て
言
っ
て
み
た
い
な
　
こ

の
言
葉
　
「
オ
イ
！
飯
　
風
呂
　

寝
る
」 

※
思
い
合
い
の
心
が
あ
っ
て
で
き
る

男
女
共
同
参
画 

※
「
さ
し
す
せ
そ
」
習
っ
た
よ
と
ほ

ほ
笑
む
男
の
料
理 

※
い
い
手
本
。
こ
の
子
ら
に
見
せ
て

お
き
た
い
支
え
合
い 

※
支
え
あ
う
親
を
み
て
育
つ
子
ら
は

め
ざ
せ
る
い
い
町
づ
く
り 

※
つ
な
が
り
繋
が
り
　
む
す
ん
で
編

ん
で
あ
た
た
か
い
町
を 

※
初
孫
の
七
五
三
　
周
り
は
ニ
コ
ニ

コ
　
本
人
は
気
分
下
が
り
ぎ
み
　

着
物
を
脱
い
だ
と
た
ん
笑
顔
に 

※
夫
が
皮
む
き
私
は
包
丁
　
二
人
合

わ
せ
て
肉
じ
ゃ
が
の
大
ご
ち
そ
う 

※
お
互
い
の
立
場
の
違
い
　
そ
れ
も

そ
の
は
ず
男
と
女 

※
紅
白
の
司
会
　
皆
男
性
ば
か
り
と

は
何
の
た
め
の
紅
白
歌
合
戦
？
　 

※
当
た
り
前
の
事
に
感
謝
さ
れ
る
照

れ
く
さ
さ 

※
朝
化
粧
　
私
は
鏡
に
見
入
り
夫
は

洗
濯
物
の
し
わ
を
伸
ば
す 

※
参
画
参
画
と
い
う
け
れ
ど
都
合
の

良
い
時
使
わ
れ
る 

※
パ
ソ
コ
ン
の
苦
手
な
夫
の
一
言
は

「
出
来
る
者
が
補
い
助
け
合
う
の

が
家
族
」 

※
「
女
房
元
気
で
留
守
が
い
い
」
と

の
た
ま
う
夫
殿
へ
一
言
「
あ
り
が

と
う
。
今
夜
は
遅
く
な
る
か
ら
夕

食
い
ら
な
い
」 

※
野
菜
つ
く
り
僕
に
出
来
る
か
と
夫

聞
き
「
大
丈
夫
ガ
ン
バ
レ
」
と
も

ち
あ
げ
る 

※
役
割
を
決
め
る
と
き
に
は
女
と
男

（
ヒ
ト
と
ヒ
ト
）
認
め
合
う
こ
と

も
話
し
合
う
こ
と
も
大
切
だ
よ 

※
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
夫
が
主
夫
で
常

勤
の
私
が
大
黒
柱 

※
参
画
の
会
議
に
出
る
妻
は
お
金
の

欲
し
い
と
き
だ
け
「
相
談
だ
け

ど
」
と
呼
び
か
け
る 

※
旅
帰
る
「
飯
　出
来
て
る
よ
」
の
言

葉
待
つ
　
私
勝
手
じ
ゃ
な
い
よ
ね 

―
女
と
男
の
一
行
詩 

― 

八
頭
町
連
合
婦
人
会 

  
　
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
、"

月/

日（
土
）、
八
東
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、「
パ
パ
の
子
育
て
奮
闘
記
」

の
映
画
上
映
や
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
お
な
じ
み
の
白

石
真
澄
関
西
大
学
教
授
の
講
演
、

地
元
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
の

活
動
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展
示
等

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
公
募
に
よ
り
ご
応
募
い

た
だ
き
ま
し
た
実
行
委
員
会
（
委

員
長
　藤
田
由
美
子
）と
八
頭
町
の

共
催
で
実
施
し
た
も
の
で
、
鳥
取

県
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ミ
ニ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
実
施
事
業
の
委
託
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

  

〔
基
調
講
演
〕 

白
石
真
澄
関
西
大
学
教
授
は

講
演
の
中
で 

 

●
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
「
男

女
が
対
等
な
構
成
員
と
し
て
自
ら

の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す

る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男

女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
共
に
責

任
を
担
う
べ
き
社
会
」
と
国
で
定

義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
本
的
理

念
を
し
っ
か
り
認
識
す
る
こ
と
が

大
切
。 

 

●
関
西
大
学
を
卒
業
後
、
西
武
百

貨
店
、
日
本
生
命
等
に
勤
務
し
た

が
、
男
性
中
心
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会

で
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
の
難
し

さ
を
何
度
も
味
わ
っ
た
。
日
本
生

命
で
は
女
性
初
の
総
合
職
と
し
て
、

全
社
員
の
中
で
も
ト
ッ
プ
の
営
業

成
績
の
実
績
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う
だ

け
で
、
営
業
で
お
客
さ
ん
を
訪
問

し
て
も
、
き
ち
ん
と
話
を
聞
い
て

も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
信
頼
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
が
何
度
も

あ
り
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
た
。 

 

●
結
婚
し
、
子
ど
も
の
出
産
で
産

休
を
３
か
月
取
得
し
た
後
復
職
す

る
と
、
給
料
は
減
額
さ
れ
、
同
僚

で
あ
っ
た
男
性
社
員
よ
り
給
料
で

か
な
り
の
差
を
つ
け
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
に
抗
議
し
、
裁
判
に
か
け

る
と
会
社
に
申
し
出
す
る
と
、
と

た
ん
に
給
料
を
会
社
が
元
に
戻
し

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。 

　
裁
判
に
な
る
と
会
社
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
の
影
響
が
大
き
い
と
判

断
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

●
少
子
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、

仕
事
と
家
庭
の
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
、
女
性
が
働
き
つ

づ
け
ら
れ
る
社
会
の
仕
組
み
を
国

が
作
っ
て
い
か
な
い
と
少
子
化
に

歯
止
め
が
か
け
ら
れ
な
い
。 

 

●
高
学
歴
の
女
性
が
増
加
し
、
夫

は
会
社
中
心
、
妻
は
専
業
主
婦
と

い
う
役
割
分
担
に
疑
問
を
持
つ
女

性
が
増
加
し
て
い
る
。
会
社
人
間

と
内
助
の
功
の
カ
ッ
プ
ル
に
限
界

が
生
じ
て
い
る
。 

●
夫
は
い
つ
失
業
す
る
か
も
し
れ

な
い
し
、
老
後
や
教
育
費
の
増
大

を
考
え
れ
ば
、
共
働
き
を
選
択
す

る
女
性
が
増
大
す
る
の
も
自
然
の

こ
と
で
あ
る
。 

 

●
女
性
が
活
躍
で
き
る
風
土
を
持

つ
企
業
は
企
業
の
利
益
率
が
高
い

と
い
う
調
査
結
果
出
て
い
る
し
、
労

働
力
率
の
高
い
国
は
出
生
率
も
高

い
と
い
う
調
査
結
果
も
出
て
い
る
。 

 

●
企
業
で
女
性
の
活
用
を
推
進
し

て
い
く
と
、
人
材
の
定
着
が
進
む

こ
と
で
勤
続
年
数
が
延
長
し
、
人

材
育
成
の
コ
ス
ト
の
ロ
ス
が
減
少

す
る
し
、
多
様
な
働
き
方
の
選
択

肢
が
増
え
、
男
性
の
働
き
方
も
変

わ
る
。
女
性
の
生
涯
賃
金
が
増
え
、

経
済
的
自
立
に
つ
な
が
る
。 

 

●
男
女
共
同
参
画
社
会
は
一
朝
一

夕
に
し
て
な
ら
ず
、
時
間
が
か
か

る
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
企
業
等

の
ト
ッ
プ
の
意
識
が
変
わ
る
こ
と

で
組
織
も
変
わ
る
。
男
女
共
同
参

画
社
会
の
創
造
は
、「
で
き
れ
ば

や
っ
た
方
が
い
い
」
の
で
は
な
く
、

「
社
会
的
責
任
」
と
し
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

と
白
石
先
生
の
社
会
人
と
し
て
、

国
の
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

と
し
て
体
験
さ
れ
た
こ
と
を
通
し

て
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〕 

　
白
石
教
授
の
基
調
講
演
の
後
、

八
頭
町
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
３
名
の
皆
さ
ん
と
白
石

先
生
を
交
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

田
中
　
弘
江 

（
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
副
会
長
） 

■
パ
ネ
リ
ス
ト 

竹
内
　
　
恵 

（
子
育
て
中
の
立
場
か
ら
） 

平
木
　
　
修 

（
企
業
主
の
立
場
か
ら
） 

中
村
　
恵
子 

（
地
域
活
動
を
し
て
い
る
立
場
か
ら
） 

■
助
言
者 

白
石
　
真
澄
（
関
西
大
学
教
授
） 

 

　竹
内
さ
ん
　：
現
在
３
人
目
の
子

ど
も
を
出
産
し
、
育
児
休
暇
中
で

あ
る
。
子
ど
も
を
出
産
す
る
時
、

自
分
の
家
族
や
夫
の
家
族
の
病
気

と
重
な
り
、
産
後
に
家
事
と
子
ど

も
の
面
倒
を
見
て
も
ら
え
る
人
を

探
す
の
に
大
変
苦
労
し
た
。
夫
が

育
児
休
暇
を
取
っ
て
な
ん
と
か
し

の
げ
た
が
、
夫
が
育
児
休
暇
を
取

る
こ
と
に
対
す
る
自
分
自
身
の
罪

悪
感
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
い

る
。
夫
は
案
外
育
児
休
暇
を
取
得

す
る
こ
と
に
あ
ま
り
抵
抗
は
な
い

よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
子

育
て
支
援
は
あ
る
が
、
子
ど
も
の

世
話
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
子

ど
も
を
持
つ
家
族
の
支
援
が
全
く

な
か
っ
た
。
で
き
れ
ば
子
ど
も
だ

け
で
は
な
く
、
家
族
の
支
援
も
支

援
内
容
に
入
れ
て
い
た
だ
く
と
あ

り
が
た
い
。 

 

　平
木
さ
ん
　：
企
業
を
経
営
し
て

い
る
者
と
し
て
は
、
頭
で
は
男
女

平
等
と
理
解
は
し
て
い
る
が
、
現

実
を
考
え
る
と
な
か
に
な
か
理
屈

ど
お
り
に
は
い
か
な
い
面
が
あ
る
。

女
性
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
も

ら
う
た
め
、
研
修
を
受
け
る
よ
う

に
促
し
て
も
、「
現
在
の
ま
ま
で

良
い
の
で
、
こ
れ
以
上
責
任
を
持

ち
た
く
な
い
。」
と
能
力
開
発
を

拒
否
す
る
女
性
が
多
い
。
女
性
自

身
の
意
識
を
変
革
し
て
い
く
こ
と

が
ま
ず
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

I

代
の
男
性
の
代
表
と
し
て
、
や

は
り
女
性
は
男
性
よ
り
一
歩
下
が

っ
て
歩
く
よ
う
な
「
大
和
な
で
し

こ
」
で
い
て
欲
し
い
。
日
本
の
古

き
良
き
文
化
は
残
し
て
い
く
べ
き

だ
と
い
う
思
い
も
強
い
。 

 

　中
村
さ
ん
　：
こ
れ
ま
で
、
地
域

活
動
を
通
し
て
男
女
共
同
参
画
や

町
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。

自
分
自
身
の
家
庭
を
振
り
返
っ
て

み
て
も
、
家
事
労
働
は
や
は
り
妻

で
あ
り
、
嫁
で
あ
る
自
分
に
負
担

が
大
き
い
の
が
現
状
だ
。
し
か
し

な
が
ら
、
様
々
な
家
族
の
実
態
が

あ
る
の
で
、
何
が
正
し
い
と
か
と

い
う
問
題
で
は
な
く
、
家
族
間
で

相
手
を
思
い
や
り
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
こ

う
と
す
る
意
識
が
大
切
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
小
児
科
医
院

に
勤
務
し
て
い
る
が
、
最
近
は
子

ど
も
さ
ん
の
検
診
と
か
診
察
で
も

お
父
さ
ん
と
来
る
家
庭
が
増
加
し

て
お
り
、
お
父
さ
ん
と
子
ど
も
さ

ん
と
の
係
り
が
深
く
な
っ
て
い
る

の
を
感
じ
る
。
地
域
・
家
庭
・
職

場
で
も
「
女
性
だ
か
ら
こ
れ
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
の

で
は
な
く
て
、
お
互
い
が
で
き
る

こ
と
は
し
よ
う
と
い
う
意
識
に
な

れ
ば
暮
ら
し
や
す
い
社
会
と
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
。 

八頭町連合婦人会による「八頭町音頭きんさいバージョン」 

白石真澄教授 

パネルディスカッション 

（土） 
11 24/

〜
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜 
男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
開
催 
男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
開
催 
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 
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　八頭町では平成17年3月に「八頭町男女がともに輝くまちづくり条例」を制定し、さらに平成18
年3月には「八頭町男女共同参画プラン」を策定して男女が対等な立場で個性豊かに生き生きと暮ら
すことが出来る社会をめざして、様々な施策を実施しているところです。 
　しかしながら、人々の意識や行動、社会習慣の中には、いまだに女性に対する差別や偏見による性
別役割分担意識が根強く残っている現状があります。 
　平成18年度の鳥取県、市町村における男女共同参画状況を示した「鳥取県男女共同参画マップ」で
は、特に鳥取県内市町村の集落役員で区長・副区長の女性の割合が2.6％と低く、依然として集落に
おける男女共同参画が進んでいないというデータが示されています。 
　そこで、集落における男女共同参画を推進するための方策について検討するため、各集落の区長さ
んを対象にアンケートを実施しました。 
　その集計結果は下記のグラフのとおりでしたが、この集計結果でもわかるように、男性役員さんを
中心に集落の運営が行われていることが一目瞭然であり、女性の参画が進んでいない現状が明らかと
なりました。 
　女性の参画が進まない理由は、集落ごとで違いがあると思いますが、住民の半数以上は女性ですの
で、女性ももっと地域にかかわっていくことが重要ではないでしょうか？ 

集落における男女共同参画アンケート結果 

調査時期 
11月19日～12月14日まで  

調査対象 
　集落区長　１２８集落  

回答集落数 
　１００集落（78.1％）  

調査方法 
　区長会で配布回収 

Ｑ1　区長の性別　 

Ｑ3　正副区長以外の役員 

Ｑ6　懇親会の準備、片付け Ｑ8　総会出席者の状況 Ｑ7　女性が役員に就任する 
　　　ことについて 

Ｑ4　女性の意見を聞く機会 Ｑ5　公民館等の清掃 

Ｑ2　副区長の性別　 

①男性 100％ 

①女性がいる 
30％ 

③女性の意 
　見を反映　 
　　 18％ 

④聞いていない 
4％ 

⑤その他 5％ 

⑤その他 4％ 

①役員会等 
13％ 

①女性も 
　区長を 
　すべき 
　 20％ 

①主に 
　男性 
　15％ 

②女性には務 
まらない　 

 0％ 

②夫婦 2％ 

③以前から 
　男性 
　　14％ ③世帯から1名 68％ ③世帯から1名 68％ 

④男性がすべき 
1％ 

④制限は設け 
　ない 11％ 

⑤女性は家事育児 
  3％ 

⑦人材がない 1％ 

⑧男性が当然 
3％ 

⑨女性も役員 
　になるべき 

　14％ 

⑩性別に関 
係ない　 
　27％ 

⑩性別に関 
係ない　 
　27％ 

⑪その他 4％ 

⑥女性が受けない 
13％ 

①主に女性 
25％ 

②輪番制 36％ 

②役員 42％ 

③使用した者 
 36％ 

③使用した者 
 36％ 

②総会に女性 
　も参加 
　　　　60％ 

②いない 70％ 

①男性 79％ 

②女性 0％ 

②女性 1％ 

③両方 0％ ④役職無し 
20％ 

①主に女性 8％ 

④その他 3％ 

④その他 
18％ 

③参加者 
　32％ 
③参加者 
　32％ 

Ｑ１ Ｑ２ 

Ｑ５ Ｑ４ Ｑ３ 

Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ 

八頭町民生委員・児童委員、主任児童委員名簿 

※児童委員は、法により民生委員が兼ねることにな
　っています。また、主任児童委員は委嘱された児
　童委員のなかで選任されることになっています。 

　
こ
の
ほ
ど
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ

れ
、
新
し
い
委
員
さ
ん
が
左
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
お
世
話
を
い
た
だ
くX

名
の
委
員
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。  

　
な
お
、
任
期
は
平
成*

年#

月
１
日
か
ら
平
成-

年"

月5

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。 

  

　
こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
下
の
表
の
方
々

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
地
域
福

祉
の
発
展
・
向
上
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

◎
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
決
ま
る 

（敬称略） 

（敬称略） 

〇退任された委員さん 

担 当 集 落 名 
姫路・明辺・落岩 
山志谷・麻生 
福地・野町 
覚王寺・東市場 
市場 
上津黒・下津黒 
別府・篠波 
延命寺・上大坪・下大坪 
奥山上・口山上・上峰寺・下峰寺 
山田・山路・花原 
井古・稲荷・若葉 
堀越・宝 
下坂・奥谷・宮谷 
下門尾・門尾 
カーサこおげ・ドミールこおげ 
福本・賀茂町・フローラル 
郡家東区・のぞみ 
郡家中区・郡家北区 
郡家西区１～５班 
郡家西区６班・南ヶ丘・　塚 
池田・さつきヶ丘・天王木 
久能寺・緑ヶ丘・さくら台 
万代寺・上万代寺・石田百井 
土師百井・土師百井二・米岡 
国中一区・国中二区 
大門・花 
郡家殿・市谷 
西御門 
大江 
下野 
橋本 
塩上・水口 
船岡殿 
下町・丸山 
坂町上 
坂町下 
上町・下濃 
坂田・薬師 
破岩・新庄 
福井・隼福 
上野上・上野 
隼郡家・見槻中 
見槻・西谷・志子部 
上日下部・下日下部 
安井宿・新宿団地 
小別府・新興寺 
横田・茂田 
才代二 
才代一・才代団地・竹市 
東一・東二 
三浦・佐崎・岩渕 
奥野・茂谷・清徳・三山口・鍛冶屋・小畑団地 
皆原 
下徳丸・上徳丸 
下南・重枝 
中南・南団地 
上南・島 
北山 
富枝・細見 
志谷・中・稗谷 
日田 
用呂 
主任児童委員（郡家地域担当） 
主任児童委員（船岡地域担当） 
主任児童委員（八東地域担当） 

中村彌太郎（姫　路） 
竹内　友實（山志谷） 
田中　正美（麻　生） 
山本　　肇（市　場） 
河村　秀夫（市　場） 
衣笠　　均（上津黒） 
岡嶋　和子（篠　波） 
古家　惠子（大　坪） 
倉田伊早子（山　田） 
西村　　子（稲　荷） 
福田　公彦（奥　谷） 
井上　悌禎（郡　家） 
上嶌　公子（池　田） 
村田　和江（久能寺） 
森木　實男（土師百井） 
岡村　孝明（石田百井） 
井上美栄子（郡　家） 
田中　福雄（大　江） 
前田　　優（下　野） 
小原　　孟（橋　本） 

松本　正治（塩　上） 
瀧田　　修（船　岡） 
池本　陽子（船　岡） 
村尾久美子（福　井）
鷹松與志照（隼郡家） 
田中美佐枝（見　槻） 
西宮　賢治（見槻中） 
田中智惠子（小別府） 
保木本眞智惠（才代） 
小畑　　枝 （　東　） 
倉見すみ江（三　浦） 
坂本　吉久（三山口） 
加藤　和子（皆　原） 
道谷　勝子（徳　丸） 
太田　淳一（　南　） 
山本　悦子（北　山） 
入江　勝子（富　枝） 
大平　喜子（用　呂） 
小林　峰子（日　田） 

 

住　所 
落岩496 
麻生191 
福地277 
市場413－6 
市場220 
上津黒64 
別府39 
大坪547 
下峰寺208 
山田292－3 
井古46 
堀越19－15 
下坂385 
門尾298 
宮谷247－12 
福本242－4 
宮谷263－4 
郡家645－4 
郡家488－1 
郡家585－9 
池田313 
久能157,158 
万代寺119 
米岡184 
国中587 
花293 
郡家殿279－4 
西御門112 
大江479 
下野172 
橋本376 
水口247 
船岡殿373－1 
船岡657 
船岡550－1 
船岡319 
船岡426 
坂田116,117 
船岡886－1 
隼福287－2 
上野223 
見槻中406 
西谷114 
日下部758 
安井宿1085 
新興寺137 
茂田191 
才代127－6 
才代288 
東261 
佐崎299 
鍛冶屋148 
皆原143 
徳丸363－1 
重枝143－1 
南386 
島213 
北山73－7 
富枝460 
中123 
日田733 
用呂357 
延命寺101 
下濃153 
茂田156

氏　名 
岡垣　玲子 
西尾　　壽 
和田　武夫 
橋本金次郎 
山根　恭子 
衣笠　博子 
野田　　薫 
森岡　節子 
西村　操子 
岡垣　幹夫 
瀧田　安代 
山本　俊幸 
石田　朋昭 
中山　歌子 
島本　安男 
今嶋　明吉 
松川　行男 
遠藤　道行 
木下　保久 
丹松　栗子 
古井　淳二 
山根　則子 
林　　親雄 
　佛　吉雄 
谷本　　昭 
奥田　保子 
道谷冨士夫 
田中　辰江 
田中　将歳 
林　賢一郎 
小原　重義 
岸本　孝則 
山本　逸子 
沖田　清人 
西山　憲治 
冨山　武利 
岩成　憲政 
下田　慶子 
山本しのぶ 
上田　進繁 
前田　　孝 
西村　通弘 
井田裕美子 
木原　頼正 
尾　　忠廣 
岡田　惇子 
田中　壽人 
一岡　忠司 
花木　博文 
北本　武雄 
藤原いく子 
尾　　幸子 
竹内　保子 
武田　昭郎 
多村　幸男 
八田　宗紀 
中島　幸子 
金森千惠子 
大村　和子 
山根　淳一 
横野　幸代 
宮城　弘明 
岡森　早苗 
清水　民子 
上田　敏夫 
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国
民
年
金
は
国
が
責
任
を
持
っ

て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。 

　
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る+

歳
か
らS

歳
ま
で
の
人
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付

す
る
義
務
が
あ
り
、
老
後
等
に
年

金
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

自
営
業
者
、
学
生
の
方
な
ど
は

第
１
号
被
保
険
者
に
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
、
公
務
員
の
方
は
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
と
同

時
に
第
２
号
被
保
険
者
に
、
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方
は
第
３
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。 

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
収
入
の

保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け

が
で
障
害
が
残
っ
た
り
、)

歳
未

満
の
子
を
残
し
て
父
親
が
亡
く
な

っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給

し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万

一
」
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
加
入
手
続
き
は
、
第
１
号
被
保

険
者
の
方
は
市
区
町
村
役
場
で
、

第
３
号
被
保
険
者
の
方
は
配
偶
者

の
勤
務
先
な
ど
を
経
由
し
て
行
い

ま
す
。
第
２
号
被
保
険
者
の
方
は

厚
生
年
金
等
と
合
わ
せ
て
行
う
の

で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、

+

歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
学
生
の
方
な
ど
、
収
入

が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
・
免
除
と
な
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」「
保
険
料
免
除
・
一
部
納
付

（
免
除
）
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国

民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
万
一
の
と
き
に
障
害
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
思
わ
ぬ

事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

　
手
続
き
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
福
祉
課
及
び
支
所
住
民
課
、

又
は
鳥
取
社
会
保
険
事
務
所 

（
1
０
８
５
７
―2

―
８
３
１
１
）

ま
で
。 

福
祉
課
か
ら
の 

　
　
お
知
ら
せ 

問合せ先 
八
頭
町
役
場
福
祉
課 

船
岡
支
所
住
民
課 

八
東
支
所
住
民
課 

（
０
８
５
８
）
76
―

０
２
０
５   

（
０
８
５
８
）
72
―

０
０
４
４  

（
０
８
５
８
）
84
―

１
２
２
０ 

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が 

始
ま
り
ま
す 
成
人
し
た
ら 

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う 

平
成
20
年
４
月
か
ら 

      

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

納
め
ま
す 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
全
員
が
所
得
な
ど
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
る
保
険
料
を
お
住

ま
い
の
市
町
村
へ
納
め
ま
す
。
原

則
と
し
て
介
護
保
険
と
同
様
に
、

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。 

　
保
険
料
の
額
は
、
平
成*

年"

月
広
域
連
合
議
会
で
決
定
し
た
県

内
均
一
の
保
険
料
率
を
も
と
に
、

被
保
険
者
１
人
当
た
り
い
く
ら
と

決
め
ら
れ
る
「
均
等
割
額
」
と
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
め
ら

れ
る
「
所
得
割
額
」
を
合
計
し
て
、

個
人
単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。 

 
　
平
成+

・,

年
度
に
お
け
る

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

所
得
割
率
　
100
分
の
7.75 

均
等
割
額
　
４
１
，５
９
２
円 

  

○
均
等
割
額
の
算
定
及
び
軽
減

に
つ
い
て 

　
均
等
割
額
は
、
被
保
険
者
全
員

に
定
額
で
賦
課
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
の
低
い
方
（
被
保
険
者

及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

に
つ
き
算
定
し
た
総
所
得
金
額
等

の
合
算
額
が
次
の
基
準
に
該
当
す

る
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
）
に

つ
い
て
は
、
均
等
割
額
か
ら
、
当

該
被
保
険
者
均
等
割
額
に
そ
れ
ぞ

れ
次
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

               

　
ま
た
、
健
康
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
に
つ

い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
資
格
を
得
た
日
の
あ
る
月
か
ら

２
年
間
、
均
等
割
額
が
５
割
軽
減

さ
れ
ま
す
（
所
得
割
は
賦
課
さ
れ

ま
せ
ん
）。
な
お
、
平
成+

年
度

に
お
い
て
は
、
特
例
措
置
が
と
ら

れ
平
成+

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
間
の
保
険
料
は
賦
課
さ
れ
ず
（
凍

結
）、!

月
か
ら
平
成,

年
３
月

ま
で
の
間
の
保
険
料
は
、
９
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。 

 

○
所
得
割
額
の
計
算
に
つ
い
て 

　
所
得
割
額
は
、
被
保
険
者
本
人

の
算
定
対
象
所
得
に
、
所
得
割
率

（
100
分
の
7.75
）を
掛
け
た
額
と
な
り

ま
す
。
算
定
対
象
所
得
と
は
、
各

所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
基
礎
控

除8

万
円
を
引
い
た
額
と
な
り
ま

す
。
収
入
が
年
金
の
み
の
被
保
険

者
の
場
合
、
収
入
額
が
153
万
円
以

下
の
場
合
に
は
、
算
定
対
象
所
得

が
０
円
と
な
る
た
め
、
所
得
割
は

賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

お
こ
と
わ
り 

　
こ
の
広
報
は
、
国
が
示
す
資

料
な
ど
に
基
づ
き
説
明
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
変
更
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

八
頭
町
役
場 

福
祉
課 

　
1c

―
０
２
０
５ 

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

　
1（
０
８
５
８
）7

―
１
０
９
５ 

※軽減を判定する総所得金額について、当分の間、公的
年金等控除を受けた者については総所得金額等から15
万円を控除する特例措置が定められます。 

軽減割合  
７割軽減  
５割軽減 
 
  
２割軽減 
 

世帯の総所得金額 
 
基礎控除額（33万円）を超えない世帯 
 
基礎控除額（33万円）＋24.5万円×当
該世帯の被保険者の数（被保険者であ
る当該世帯主を除く）を超えない世帯 
 
基礎控除額（33万円）＋35万円×当該
世帯の被保険者数を超えない世帯 

新しく入った本 

八頭町宮谷256－4 

八頭町船岡539－1 

八頭町北山48－1

1（0858）72－6660 
1（0858）72－3970 
1（0858）84－6622

郡家図書館 
船岡図書室 
八東図書室 

みんなの  
図書館（室） http://library.town.yazu.tottori.jp/

＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。 
＊貸出中の場合はご予約ください。 
　（インターネット携帯電話からも予約ができます） 

携帯電話からの本の検索・予約はこちら 

読み終えた本の寄贈を 
　図書館（室）では、みなさんのご家庭で不要にな
った本の寄贈を受け付けています。 
　１冊からでも結構ですので、読み終わった本が
ございましたら図書館（室）までお持ちください。 
 
＊いただいた本は八頭町内の図書館（室）・学校図
書館にて活用させていただきます（所蔵登録・
リサイクル市での提供など）。 
＊所蔵状況・資料収集方針により、図書館（室）の
蔵書にならない場合もありますので予めご了承
ください。 
＊保存期間は図書館（室）の資料収集方針及び利用
状況により管理させていただきます。 

1 
2 
3 
4 
5 
6

夕映え 
芸術の神様が降りてくる瞬間 
よりぬき読書相談室 
クレヨンハウス絵本スクール 
動物看護師になるには 
ベッキーのクリスマス 

宇江佐真理 
茂木健一郎 
本の雑誌社 

クレヨンハウス総合文化研究所 
ぺりかん社 

ターシャ・テューダー 

郡家図書館 

1 
2 
3 
4 
5 
6

ダイイング・アイ 
望みは何と訊かれたら 
仏果を得ず　　 
篤姫の生涯 
庭説法 
マザーツリー 

東野　圭吾 
小池真理子 
三浦しをん 
宮尾登美子 
永　　六輔 
Ｃ・Ｗニコル 

船岡図書室 

八東図書室 

日  時 

郡家図書館 船岡図書室 八東図書室 

1月6日（日） 
15：00～15：30 

1月16日（水） 
16：00～16：30

1月19日（土） 
15：00～15：20 
15：30～15：50

1月23日（水） 
16：00～16：30

おはなし会 ※申込不要・大人も入れます。 

日 月 火 水 木 金 土 

１月のカレンダー 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31

休館日　 　開館時間　10：00～18：00

1 

2 

3 

4 

5 

6

生き上手死に上手 

やってられない月曜日 

となり町戦争（増補版） 

トワイライト　7・8巻 

絵の中からSOS！ 

アンナの赤いオーバー 

遠藤　周作 

柴田よしき 

三崎　亜記 

ステファニー・メイヤー 

赤羽じゅんこ 

ハリエット・ジィーフェルト 

「なぜ子どもは同じ本を何度も読んでと言う
のでしょうか？」 

「年齢に合った本のえらびかたがわかりません」  
　図書館（室）にてよくたずねられる子どもの
本についての相談です。 
 
　この度、長年保育士として子どもと絵本の
関係を見つめて来られた中村柾子さんをお迎
えして、下記の講座を開きます。 
　子ども・絵本・読み聞かせに関わる方、少
しでも興味がある方にぜひ聞いていただきた
い講演です。たくさんの方のご参加をお待ち
しています。 
 
 

「子どもとお話の世界」 
講　　師：中村　柾子さん 
　　　　　（青山学院女子短期大学講師） 
日　　時：１月12日（土）14：00～16：00 
会　　場：船岡公民館　２階研修室 
定　　員：４０名（申込先着順） 
申込方法：各館・室のカウンターまでお早め

にお申し込み下さい。 
（電話・FAXでの申込可） 

＊託児サービスあります。（締切１/５まで） 

子どもにとって絵本とは？ 
読み聞かせとは？ 

第２回　読書ボランティア養成講座 



　
歯
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、

食
べ
物
が
噛
み
に
く
く
な
る
だ

け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
噛
み

砕
か
な
い
こ
と
で
胃
や
腸
な
ど

の
内
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

入
れ
歯
は
健
康
を
保
つ
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
入
れ
歯
は
樹
脂
で
で
き
て
い

ま
す
。
乾
燥
さ
せ
る
と
変
形
や

ヒ
ビ
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

外
し
た
と
き
は
水
の
な
か
に
入

れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
最
初
、
ど
ん
な
に
ピ
ッ
タ
リ

な
入
れ
歯
で
あ
っ
て
も
、
歯
茎

が
や
せ
た
り
す
る
と
入
れ
歯
は

合
わ
な
く
な
り
ま
す
。
合
わ
な

い
入
れ
歯
は
、
噛
み
づ
ら
い
・

外
れ
や
す
い
・
話
し
に
く
い･

痛
み
を
感
じ
る
な
ど
の
症
状
が

現
れ
る
だ
け
で
な
く
、
肩
こ
り
・

腰
痛
・
頭
痛
・
手
足
が
し
び
れ
る
・

姿
勢
が
悪
く
な
っ
た
・
体
が
す

っ
き
り
し
な
い
な
ど
の
副
作
用

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
入
れ
歯
の
噛
み
合

せ
や
、
高
さ
の
ず
れ
が
原
因
の

場
合
が
あ
る
の
で
、
口
の
中
に

違
和
感
を
感
じ
た
時
は
歯
医
者

さ
ん
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

い
つ
ま
で
も 

　
　
自
分
の
歯
で
食
べ
る
た
め
に 

　
健
康
な
歯
は
、
一
生
の
財
産
で

す
。
と
こ
ろ
が
、?

代
か
ら
失
う

歯
の
本
数
が
増
え
始
め
ま
す
。 

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い

し
く
食
べ
る
た
め
に
は
、『
口
の

健
康
』
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

　
口
は
「
食
べ
る
（
噛
む
・
飲
み

込
む
・
味
わ
う
）」、「
話
す
」、「
表

情
を
豊
か
に
す
る
」
な
ど
の
機
能

が
あ
り
ま
す
。
口
の
中
の
手
入
れ

を
し
、
口
の
機
能
を
向
上
さ
せ
て

口
の
健
康
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

  

☆
口
の
健
康
を
守
る
ポ
イ
ン
ト 

①
口
の
健
康
状
態
を
、
自
分
で
点

検
し
ま
し
ょ
う
。 

　
日
頃
か
ら
口
の
中
を
観
察
し
て
、

む
し
歯
の
有
無
や
歯
肉
の
状
態
を

把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

②
口
の
中
は
、
清
潔
に
し
ま
し
ょ

う
。 

　
毎
食
後
、
歯
（
入
れ
歯
）
を
磨

き
ま
し
ょ
う
。
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）

を
取
り
除
き
、
口
の
病
気
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。 

 

③
規
則
正
し
い
生
活
を
！ 

　
歯
周
病
は
、
生
活
習
慣
病
で
す
。

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
も
影
響
し
ま

す
。 

 

④
定
期
的
に
、
歯
科
医
院
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。 

　
定
期
的
に
、
む
し
歯
の
有
無
や

入
れ
歯
の
調
子
、
歯
肉
の
状
態
を

診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

 

　
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
健
康

な
口
を
維
持
す
る
よ
う
に
心
が
け
、

１
本
で
も
多
く
自
分
の
歯
を
残
し

ま
し
ょ
う
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

連絡先 

郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー 

船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

八
東
保
健
セ
ン
タ
ー 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―

３
５
６
６ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

73
―

０
６
７
０ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

84
―

１
２
３
４ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―

３
５
７
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―

３
５
６
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

73
―

０
７
４
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

84
―

１
２
３
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―

３
５
６
５ 

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩

す
方
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
献
血

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
減
少

す
る
た
め
、
血
液
不
足
が
起
こ
り

ま
す
。 

　
冬
期
に
お
け
る
血
液
の
確
保
の

た
め
成
人
式
を
迎
え
る
「
は
た
ち
」

の
若
者
を
中
心
に
、
広
く
町
民
の

み
な
さ
ま
に
対
し
て
「
は
た
ち
の

献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
期
間
は
平
成+

年
１
月

１
日（
火
）か
ら
２
月4

日（
金
）の

２
か
月
間
で
す
。
こ
の
期
間
中
献

血
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
二
十

歳
の
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
善
意
に
よ
る
無

償
の
献
血
が
貴
い
命
を
救
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　)

歳
か
らW

歳
ま
で
の
健
康
な

方
な
ら
ど
な
た
で
も
受
付
で
き
ま

す
が
、
成
分
献
血
に
つ
い
て
は
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
郡

家
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
献
血
担
当

（
電
話_

―
３
５
６
６
　FAX_

―
３
５

６
５
）ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
こ
の
期
間
中
に
実
施
さ
れ
る
献

血
の
日
時
と
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 

■
平
成+

年
１
月.

日（
水
） 

全
血
献
血
（
八
東
・
郡
家
地
域
） 

          ※
受
付
時
間
は
終
了+

分
前
ま
で

で
す
。 

 

■
平
成+

年
２
月0

日（
水
） 

成
分
献
血
（
郡
家
地
域
） 

 

「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

平成 20 年１月の保健事業 平成 20 年１月の保健事業 平成 20 年１月の保健事業 
日 曜日 内  容 時  間 場  所 対  象 

受付　  9:30～11:00 
 

受付　  9:00～11:00 
 

10:30～11:30 
 

10:45～11:30 
 

受付　  9:30～11:00 
 

受付　13:15～13:30 
 

10:45～11:30 
 

受付　12:30～12:45  
受付（午前）  9:00～11:40 
受付（午後）13:30～16:10  

10:30～11:30 
 

受付　12:45～13:00 
 

10:45～11:30 
 

受付　12:30～12:45 
 

13:30～15:00 
 

受付　  9:30～11:00 
 

受付　  9:15～12:00  
受付　  9:30～11:00 
受付　13:30～15:00  

10:45～11:30 
 

受付　  8:30～10:00

郡家・八東保健センター 
 
郡家保健センター 
 
船岡保健センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター  
（午前）八 東 地 域 
（午後）郡 家 地 域  
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター 
 
船岡保健センター 
 
船岡保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター 

一般 
 
一般 
 
一般 
 
一般 
 
乳幼児等 
 
乳幼児等 
 
一般 
 
Ｈ16.11.28～Ｈ17.1.17生まれ 
 
一般 
 
一般 
 
Ｈ19.6.13～Ｈ19.7.23生まれ 
 
一般 
 
Ｈ14.9.14～Ｈ14.10.27生まれ 
 
一般 
 
一般 
 
生後４～５か月児の養育者  
平成19年12月18日、19日、20日に
基本健診を受診された方  
一般 
 
Ｈ18.5.30～Ｈ18.7.15生まれ 

一般健康相談・介護相談 
 
障 害 福 祉 相 談  
 
さわやか体操教室 
 
水 中 運 動 教 室  
 
育 児 相 談  
 
ポ リ オ 予 防 接 種  
 
水 中 運 動 教 室  
 
３ 歳 児 健 診  
 
全 血 献 血  
 
さわやか体操教室 
 
６ か 月 児 健 診  
 
水 中 運 動 教 室  
 
５ 歳 児 健 診  
 
健 康 講 座  
 
一般健康相談・介護相談 
 
離 乳 食 講 習 会  
 
検 診 結 果 説 明 会  
 
水 中 運 動 教 室  
 
１歳６か月児健診 
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9 
 
10 
 
15 
 
16 
 
 
17 
 
 
 
 
23 
 
 
 
 
24 
 
 
25 
 
28 
 
29 
 
30 
 
 
31

 
月 
 
 
水 
 
木 
 
火 
 
水 
 
 
木 
 
 
 
 
水 
 
 
 
 
木 
 
 
金 
 
月 
 
火 
 
水 
 
 
木 
 

 

 

〜
あ
な
た
の
善
意
を
献
血
へ
〜 

介
護
老
人
保
健
施
設
す
こ
や
か 

（&

時
〜'

時5

分
） 

八
頭
中
央
森
林
組
合 

（$

時5

分
〜%

時5

分
） 

鳥
取
い
な
ば
農
協
八
東
支
店 

（!

時5

分
〜#

時
） 

八
頭
町
役
場 

八
東
支
所 

（
９
時
〜!

時
） 

八
頭
総
合
事
務
所 

（$

時5

分
〜'

時5

分
） 

八
頭
町
役
場
本
庁 

（
９
時
〜#

時
） 

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 
0

5

10

15

25

30

一人平均現在歯数（全国との比較） 

鳥取県 
全　国 

28.9 29.0
27.4 26.9

19.2 19.8

25.4

13.8
12.9

9.0
7.5

28.228.8

24.2

20

!
%
&
'
(
)
*

入
れ
歯
の 

豆 

知 

識 
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りんぽかん 
船岡文化センター 
73-00300030

船岡文化センター 
73-0030

八東隣保館八東隣保館 
84-34963496
八東隣保館 
84-3496

郡家隣保館郡家隣保館 
72-26722672
郡家隣保館 
72-2672

八頭町 
第33号 

八
東
隣
保
館 

で
あ
い
　つ
な
が
り
　わ
か
り
あ
い
　育
て
よ
う
　共
に
生
き
る
人
権
文
化 

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会
を
開
催 

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー 

郡
家
隣
保
館 

    

　
第-

回
部
落
解
放
文
化
祭
を"

月5

日
か
ら#

月
２
日
ま
で
の
３

日
間
、
郡
家
隣
保
館
、
土
師
百
井

二
集
会
所
、
お
よ
び
土
師
百
井
二

児
童
館
で
開
催
し
、
保
育
所
・
小
・

中
学
生
の
学
習
発
表
、
意
見
体
験

発
表
な
ど
を
と
お
し
て
、
部
落
差

別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
解
消
に
向
け
て
の
意
識
を
高

め
ま
し
た
。 

　
２
日
は
、
保
育
所
の
歌
か
ら
は

じ
ま
り
、
園
児
が
元
気
よ
く
大
き

な
声
で
合
唱
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

東
西
小
学
校
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
芸
能
発
表
で
は
、
大
正
琴
、

土
師
百
井
二
と
上
万
代
寺
代
表
の

方
々
よ
る
歌
等
が
あ
り
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
佐
治
ふ
れ
あ
い
作
業
所
の
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
の
心
和
む
演
奏

と
子
ど
も
日
本
舞
踊
に
は
、
会
場

の
大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
中
学
生
の
人
権
劇
と
し
て
「
手

紙
か
ら
」
の
発
表
で
は
、
差
別
解

消
を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

行
動
化
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
会
場
に
訴
え
ま
し
た
。
差
別
を

な
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
大
人
の
意
見
、
体
験
発
表
で
は
、

自
分
自
身
の
体
験
、
経
験
を
通
し

て
差
別
を
な
く
し
て
人
権
尊
重
社

会
に
し
て
い
く
思
い
を
会
場
に
訴

え
ま
し
た
。
２
日
の
来
場
者
数
は
、

ほ
ぼ
600
人
で
、
中
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
も
活
躍
し
、
文
化

祭
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
え
ま
し
た
。 

　
北
陸
で
初
め
て
の
、
第R

回
全

国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
が

"

月.

・/

日
の
２
日
間
、
金
沢

市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
１
２
０
０
０
人
余
り
の
参
加
が

あ
り
真
剣
に
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

解
放
運
動
団
体
の
な
い
と
こ
ろ
の

石
川
・
北
陸
の
地
で
の
大
会
開
催

は
、
県
同
教
が
結
成
さ
れ'

年
目

の
悲
願
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

  

　
　「
識
字
運
動
」 

　
分
科
会
で
は
新
潟
県
、
三
重
県
、

福
岡
県
、
熊
本
県
か
ら
４
本
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
識
字
運
動
へ

の
参
加
が
私
の
同
和
教
育
の
原
点

と
も
言
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
報
告
の
中
で
も
、「
学
ぶ
こ
と
、

変
わ
る
こ
と
」
〜
夜
間
学
習
は
宝

物
〜
北
九
州
市
立
城
南
中
学
校
「
夜

間
学
級
」
ス
タ
ッ
フ
　
本
庄
忠
文

先
生
の
報
告
を
学
習
の
場
と
し
て

と
ら
え
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
１
９
９
８
年
、
北
九
州
市
小
倉

区
に
「
読
み
書
き
教
室
　
城
野
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
義
務
教
育
を

受
け
て
い
な
い
人
、
修
了
し
て
い

な
い
人
の
た
め
の
学
習
の
場
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
４
月
現
在/

人
の

生
徒
は
、
日
本
人
、
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
、
新
し
く
来
た
外
国
籍
の

人
た
ち
で
、S

〜]

歳
代
が
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

学
歴
も
学
力
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

こ
の
夜
間
学
級
に
望
む
こ
と
も
一

人
ひ
と
り
違
っ
て
い
ま
す
。 

　
ス
タ
ッ
フ
は
小
・
中
の
教
員
や

退
職
者
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど3

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
生
や
中
学
生
も
と
き
お

り
参
加
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
２
０
０
５
年
よ
り
、

週
５
回
の
学
習
を
始
め
て
市
教
委

よ
り
補
助
金
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
に
は
こ

う
し
た
人
た
ち
の
学
習
の
場
を
保

証
す
る
公
的
な
立
場
と
し
て
、
公

立
「
夜
間
中
学
」
が:

校
あ
り
ま

す
が
、
九
州
、
山
口
県
に
は
１
校

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
北
九

州
市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
２
箇
所
の
自
主
夜
間
中
学
が
運

営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
義
務
教
育

を
終
え
て
い
な
い
人
々
へ
の
、
教

育
保
障
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

市
へ
公
立
夜
間
中
学
の
設
置
を
要

求
し
て
い
ま
す
。 

　
全
国
夜
間
中
学
校
研
究
大
会
な

ど
へ
参
加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
調
べ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
在
日
の
人
た
ち
の
非
常

に
多
い
福
岡
県
で
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
よ
い
の
か
選
択
に
苦
慮
し

て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　#

月
１
日（
土
）に
船
岡
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
大
山
町
教
育

長
の
山
田
晋
さ
ん
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
当
文
化
セ
ン
タ
ー

主
催
で
開
催
さ
れ
、?

名
余
り
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
講
演
の
中
で
、「
ど
う
し
て
部

落
差
別
が
未
だ
に
残
っ
て
い
る
の

か
。
そ
れ
は
日
本
人
を
始
め
ア
ジ

ア
系
の
民
族
は
、『
和
』
の
民
族

と
い
う
性
格
を
持
つ
農
耕
民
族
で

あ
り
、
集
団
的
『
和
』
の
世
界
で

な
い
と
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
出

来
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
た

と
え
ば
『
先
祖
代
々
の
言
い
伝
え

を
守
る
』『
し
き
た
り
を
守
る
』『
迷

信
・
六
曜
ほ
か
』
な
ど
が
あ
る
。 

　
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
民
族

は
狩
猟
民
族
で
あ
る
た
め
農
耕
民

族
と
違
っ
て
集
団
的
『
和
』
の
世

界
で
生
活
を
支
え
る
こ
と
は
し
な

い
。
一
人
ひ
と
り
が
独
立
し
た
考

え
を
も
ち
、
正
し
い
こ
と
は
正
し

い
、
悪
い
こ
と
は
悪
い
、
と
言
う

考
え
の
も
と
に
集
団
意
識
に
縛
ら

れ
ず
、『
個
人
』
の
新
し
い
意
見
・

考
え
を
取
り
入
れ
て
生
活
を
す
る

民
族
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
文
化
の
違
い
を
表

す
一
例
と
し
て
、
ア
ジ
ア
系
民
族

で
は
結
婚
式
に
両
親
が
出
席
す
る

こ
と
が
当
た
り
前
だ
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
子
ど
も
の
自
立
の
意
味

で
両
親
は
出
席
し
な
い
こ
と
が
当

た
り
前
だ
。 

　
そ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
ア

ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
の
違

い
を
踏
ま
え
た
国
際
感
覚
を
み
が

い
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。」
な

ど
の
内
容
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
ア
ジ
ア
系
民
族
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
系
民
族
が
持
つ
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
た
、

部
落
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
も

必
要
で
は
な
い
か
と
の
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

郡
家
地
域
部
落
解
放
文
化
祭
を
開
催 

第22回 

保育所園児の発表 

第
６
分
科
会

第
６
分
科
会 

第
６
分
科
会 

会場のようす 

郡家東・西小学校の発表 ミュージックベルの演奏 バザー会場 

集会所のお茶席コーナー 児童館作品展示会場 もちつき 
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

連 絡 先 
郡家公民館 72-31131
船岡公民館 72-00851
八東公民館 84-30011

ふ
る
さ
と
探
訪
会 

　
隼
地
区
公
民
館
と
隼
小
学
校
で
は#

月

８
日
と&

日
の
２
回
に
わ
た
り
鉄
サ
ビ
で

作
る
絵
画
作
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
和
紙
の
上
に
鉄
片
な
ど
を
置
き
、

そ
の
上
か
ら
塩
水
を
か
け
て
サ
ビ
を
発
生

さ
せ
る
も
の
で
、
用
瀬
町
在
住
の
彫
刻
家
、

藤
原
勇
輝
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
み
ん
な

が
完
成
時
の
模
様
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

鉄
を
配
置
し
、
塩
水
を
か
け
、
１
週
間
お

い
て
サ
ビ
を
発
生
さ
せ
ま
し
た
。 

  

そ
し
て
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
各
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
隼
小
学

校
に
飾
っ
て
い
ま
す
。 

　"

月"

日
、
済
美
地
区
公
民
館
で
は
ふ

る
さ
と
探
訪
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
鳥
取
市
河
原
町
周
辺
の
名
所
旧
跡
を
見

学
し
て
回
り
ま
し
た
。
特
に
八
上
姫
神
社
・

公
園
で
は
地
元
の
曳
田
公
民
館
の
職
員
の

方
に
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
興
味
深
く
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

公民館 岡 船 岡 船 

「
ふ
る
さ
と
探
訪
ウ
ォ
ー
ク
」
郡
家
コ
ー
ス
!!
 

公民館 東 八 東 八 

公民館 家 郡 家 郡 

し
め
縄
づ
く
り
に
挑
戦 

八頭町スキー教室のお知らせ 

ふ
れ
あ
い
ポ
ニ
ー
教
室 

　#

月!

日
午
後
、
丹
比
小
学
校
校
庭
で
、

な
ん
で
も
た
い
け
ん
塾
ふ
れ
あ
い
ポ
ニ
ー

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
馬
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
積
極
性
や
能
動
性
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
八
東
地
域
の
３

小
学
校
児
童
を
対
象
に（
社
）ハ
ー
モ
ニ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
丹
比
小
の
３
年
生*

名
が
、

乗
馬
を
し
た
り
、
手
の
ひ
ら
に
の
せ
た
に

ん
じ
ん
を
、
直
接
馬
に
食
べ
さ
せ
た
り
し

ま
し
た
。 

　
少
人
数
で
し
た
の
で
、
５
回
も
乗
馬
し
、

早
足
ま
で
出
来
た
人
も
あ
り
、
み
ん
な
大

満
足
の
様
子
で
し
た
。 

な
つ
か
し
い
風
来
坊
を
鑑
賞 

　#

月$

日
、
八
東
公
民
館
講
堂
で
、
高

齢
者
大
学
第
７
回
学
習
会
と
し
て
映
画
「
な

つ
か
し
い
風
来
坊
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
映
画
は
、
ハ
ナ
肇
、
倍
賞
千
恵
子
、

山
田
洋
次
監
督
の
三
者
に
よ
る
人
情
喜
劇

に
し
て
、「
男
は
つ
ら
い
よ
」
以
前
の
大

傑
作
と
し
て
輝
く
評
価
の
高
い
作
品
。 

　
ひ
ょ
ん
な
事
で
意
気
投
合
し
た
風
来
坊

の
男
と
中
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
男
と
の
友

情
を
描
い
た
内
容
に
、
参
加
者
一
同
、
笑

い
と
感
動
で
目
を
潤
ま
せ
な
が
ら
鑑
賞
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
上
映
に
際
し
て
は
、
と
っ
と
り

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
方
に
お
世
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

土師百井廃寺跡で塔跡を観察 

だんだんと慣れてきました！ 

昨年のスキー教室のようす 

　#

月&

日（
土
）、
郡
家
公
民
館
で
生
涯
学

習
講
座
「
し
め
縄
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

　
教
室
で
は
、
し
め
縄
づ
く
り
の
概
要
を
聞

い
た
あ
と
作
業
に
入
り
、
玄
関
用
し
め
縄
飾

り
や
神
棚
飾
り
、
メ
ガ
ネ
飾
り
な
ど
に
挑
戦

し
ま
し
た
。 

　
稲
わ
ら
は
、
編
み
や
す
く
す
る
た
め
に
木

つ
ち
で
打
ち
、
手
足
を
使
っ
て
器
用
に
編
ん

だ
り
曲
げ
る
な
ど
の
作
業
を
行
い
、
わ
ら
の

揃
え
方
や
編
み
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
熱

心
に
取
り
組
み
、
み
か
ん
、
水
引
、
う
ら
じ

ろ
、
ゆ
ず
り
は
を
付
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
「
し
め
縄
を
編
ん
で
い
る
と
、

正
月
が
近
く
な
っ
た
実
感
が
わ
い
て
き
ま
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

子供シアター 

★１月12日（土） 
10：00～12：00 

○新機関車トーマス 
ジェームスがあぶない 
○それいけアンパンマン 
空飛ぶ絵本とガラスの靴 

ほか４話 
みんな見に来てね！ 

 

　
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
を
理
解
す
る
「
ふ
る
さ
と
探
訪

ウ
ォ
ー
ク
」（
郡
家
コ
ー
ス
）
を"

月.

日（
金
）に
開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は-

名
が
参
加
し
、
史
跡
な
ど
を
巡
り
な
が
ら
歩
き
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
八
頭
町
文
化
財
保
護
審
議
会
の
道
谷
冨
士
夫
会
長
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
国
指
定
史
跡
の
「
土
師
百
井
廃
寺
跡
」
を
巡
り
、
三
重
の
塔
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

塔
跡
で
は
、
心
礎
を
は
じ
め(

個
の
礎
石
が
残

っ
て
お
り
、
参
加
者
は
貴
重
な
文
化
財
に
触
れ

て
長
い
歴
史
を
感
じ
取
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

次
に
町
指
定
史
跡
の
「
大
塚
古
墳
」
に
行
き
、

実
際
に
古
墳
の
中
に
入
っ
て
観
察
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
鳥
取
放
牧
場
風
力
発
電
所
へ
行
き
、

鳥
取
県
企
業
局
の
説
明
を
受
け
て
、
自
然
の
力

を
活
か
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
発
電
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。 

　
参
加
者
ら
は
、「
新
し
い
発
見
が
沢
山
あ
り

勉
強
に
な
っ
た
。
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
し
大
切

に
保
護
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 

自
然
自
然
、
文
化
文
化
、
歴
史
を
学
ぶ

歴
史
を
学
ぶ 

自
然
、
文
化
、
歴
史
を
学
ぶ 

　郡家・船岡・八東公民館合同で、次のとおりスキー教室を開
催します。たくさんの参加をお待ちしております。 
 
 

 

 
 
　詳しい内容については、別途募集チラシを全戸配布しますの
で、ご確認のうえ公民館へお申し込みください。 

○日　時　平成20年２月11日（月）７：00～17：00 
○場　所　若桜氷ノ山スキー場 
○対　象　小学生以上の八頭町民で初心者、または初級者 

済
美
地
区
公
民
館 

鉄
サ
ビ
絵
画
作
り 

隼
地
区
公
民
館 

な
ん
で
も
た
い
け
ん
塾 

高
齢
者
大
学
第
７
回
学
習
会 
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まちの話題 

　
第O

回
全
国
青
年
大
会
が"

月

９
日
〜#

日
ま
で
東
京
の
日
本
青

年
館
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、

鳥
取
県
代
表
と
し
て
八
頭
町
連
合

青
年
団
が
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。 

　
八
頭
町
連
合
青
年
団
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ
で

滋
賀
県
・
福
岡
県
・
愛
媛
県
と
対

戦
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
チ
ー

ム
に
も
惜
し
く
も
敗
戦
し
、
予
選

敗
退
と
な
り
ま
し
た
。 

　
八
頭
町
連
合
青
年
団
長
の
上
月

け
い
子
さ
ん
は
、「
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
５
千
人
の
仲
間
が
一
堂
に

集
い
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
意
義

深
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
員

揃
っ
て
の
練
習
は
数
え
る
程
し
か

で
き
な
く
て
、
結
果
は
予
選
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
青
年

団
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
益
々

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
町
で
は
こ
の
大
会
参
加

に
あ
た
り
「
八
頭
町
人
材
育
成
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
」
に
よ
り
旅

費
の
一
部
を
助
成
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　#

月
４
日
、
町
内
の
人
権
擁
護

委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
人
権
週
間

（
４
〜!

日
）
に
あ
わ
せ
て
の
街

頭
広
報
活
動
出
発
式
を
町
長
室
で

行
い
、
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
町
内
を
広
報
し
ま
し
た
。 

八頭町連合青年団選手のみなさん 

八
頭
町
連
合
青
年
団
が
「
全
国
青
年
大
会
」
に
出
場
!!
 

寄
付
の
お
礼 

人
権
週
間
に
街
頭
広
報 

地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念 

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞 

出発式のようす 

大雲院  田尻住職 

中林　孝子さん 

平木町長に手渡されました 

     

　
地
方
自
治
法
施
行S

周
年
記
念

式
典
が
、"

月+

日
東
京
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
農
村

の
食
文
化
の
伝
承
等
の
活
動
に
よ

り
、
地
域
社
会
の
維
持
形
成
に
寄

与
し
た
と
し
て
、
中
林
孝
子
さ
ん

（
八
頭
町
南
）
が
総
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
受
賞
は
、
地
方
行
政
の

分
野
に
お
い
て
自
ら
進
ん
で
献
身

的
な
努
力
を
は
ら
い
、
地
方
公
共

の
利
益
の
た
め
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
た
民
間
の
方
に
贈
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
食
育
に
関
す
る

活
動
や
鳥
取
県
農
山
漁
村
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会
長
を

務
め
る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
の
ひ
ろ
ば 

意
識
調
査
を
読
む 

意
識
調
査
を
読
む 

そ
の
２ 

さあ　講演会 
研修会に！ 
心の洗濯だ～ 

同和問題学習 同和問題学習 

人権尊重と 
地区外の変革 

同和問題の解決 同和問題の解決 

泣き寝入り 
　 では 
変わらない 

泣き寝入り 
　 では 
変わらない 

人権侵害 人権侵害 

子どもの幸せ 
それとも 
親類・世間体？ 

子どもの結婚 子どもの結婚 

しない　 
させない 
協力しない 

身元調査は 身元調査は 

   
 

　『
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す

る
町
民
意
識
調
査
』
の
報
告
書

を
も
と
に
連
載
し
て
い
ま
す
。 

      

　【
身
元
調
査
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
】
の
問
い
に

対
し
て
「
や
む
を
得
な
い
」
と
す

る
回
答
は
〈
自
分
の
子
ど
も
が
結

婚
す
る
と
き
〉
が
、〈
企
業
が
社

員
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
〉
の

約
三
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
地

区
外
）
就
職
差
別
は
許
せ
な
い
も

の
の
、
結
婚
差
別
に
は
甘
い
と
い

え
ま
す
。
私
た
ち
み
ん
な
の
力
で

人
権
に
関
わ
る
身
元
調
査
を
な
く

し
、
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！ 

     

　【
も
し
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん

が
、
結
婚
し
た
い
と
い
っ
て
い
る

相
手
が
同
和
地
区
の
人
だ
と
わ
か

っ
た
場
合
】〈
あ
な
た
は
ど
ん
な

態
度
を
と
る
と
思
い
ま
す
か
〉
の

問
い
に
対
し
て
「
考
え
直
す
よ
う

に
言
う
」
の
回
答
は
一
九
．
一
％

で
し
た
が
〈
あ
な
た
の
親
類
は
ど

ん
な
態
度
を
と
る
と
思
い
ま
す
か
〉

と
な
る
と
「
反
対
す
る
・
喜
ば
な

い
」
と
す
る
も
の
は
六
〇
．
九
％

と
高
く
「
誰
も
、
そ
れ
を
問
題
に

し
な
い
」
は
一
〇
．
五
％
と
低
い

回
答
率
で
す
。 

　「
本
音
と
た
て
ま
え
」・「
世
間

体
」
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。 

     

　【
最
近
５
年
間
の
人
権
侵
害
（
地

区
外
）、
部
落
差
別
（
地
区
）
の

経
験
】
を
問
う
と
、「
あ
る
」
の

回
答
が
地
区
外
で
十
七
．
二
％
、

地
区
で
二
七
．
三
％
で
す
。
そ
の

中
で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た

か
で
は
、〈
家
族
や
友
人
、
身
近

な
人
に
相
談
し
た
〉〈
相
手
に
直

接
抗
議
し
た
〉
が
多
い
が
、〈
黙

っ
て
我
慢
し
た
〉
が
最
も
多
く
、

地
区
外
で
五
二
．
一
％
、
地
区
で

二
八
．
四
％
で
す
。
ま
た
、
法
務

局
等
の
公
共
機
関
に
相
談
し
た
人

は
ご
く
僅
か
で
す
。 

　
泣
き
寝
入
り
で
は
何
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。 

      

　
最
近
５
年
間
に
同
和
問
題
の
講

演
会
や
研
修
会
に
参
加
し
た
経
験

は
、
地
区
外
で
「
１
〜
４
回
参
加

し
た
」
が
四
四
．
七
％
で
「
５
〜

９
回
」「!

回
以
上
」
と
続
き
ま

す
。
地
区
で
は
「!

回
以
上
」
が

二
九
．
九
％
で
「
１
〜
４
回
」「
５

〜
９
回
」
と
続
き
ま
す
。
地
区･

地
区
外
と
も
に
七
〇
％
以
上
の
参

加
経
験
が
あ
り
差
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
参
加
回
数
で
見
る
と
地
区
で

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
講
演
会･

研
修
会
等
に!

回
以

上
参
加
し
た
人
は
、
身
元
調
査
に

対
し
て
否
定
的
に
な
り
、
子
ど
も

の
結
婚
相
手
が
同
和
地
区
で
あ
っ

た
と
し
て
も
祝
福
し
、
差
別
意
識

を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

分
を
磨
く
た
め
に
も
積
極
的
に
参

加
し
た
い
も
の
で
す
。 

      

　【
同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
ら
よ

い
で
す
か
】
の
問
い
に
対
し
て
、

「
そ
う
思
う
・
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
う
」
の
回
答
が
地
区
・

地
区
外
と
も
に
五
十
％
以
上
あ
っ

た
項
目
は
、「
同
和
問
題
に
つ
い

て
、
何
で
も
話
し
合
え
る
よ
う
な

自
由
な
雰
囲
気
を
作
る
」「
差
別

し
な
い
人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め

る
」「
同
和
地
区
外
の
人
が
人
権

意
識
を
高
め
、
差
別
を
な
く
す
る

よ
う
努
め
る
」「
同
和
地
区
の
人

と
の
交
流
を
深
め
、
お
互
い
に
理

解
し
合
う
よ
う
に
努
め
る
」
等
で

す
。 

　
総
じ
て
地
区
の
ほ
う
が
、
積
極

的
な
取
組
み
に
対
し
て
肯
定
的
な

意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
「
そ

っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
に
差
別
は

な
く
な
る
」
に
つ
い
て
は
、
地
区

の
七
〇
．
四
％
が
否
定
的
で
す
。 

　
同
和
問
題
の
解
決
は
、
決
し
て

同
和
地
区
住
民
の
責
任
の
み
に
す

る
こ
と
な
く
、
地
区
外
の
変
革
無

く
し
て
な
し
え
な
い
も
の
で
す
。 

   

　
こ
の
た
び
、
ご
う
ぎ
ん
鳥
取
文

化
振
興
財
団
様
よ
り
、
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
八
頭
町
の

文
化
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
社

会
の
発
展
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
と
、
図
書
券!

万
円
相
当
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
れ
、
ホ
ン
ト
に
子
ど
も
の
た
め
で
す
か 

   

　#

月
６
日
、
郡
家
公
民
館
で
現

代
の
教
育
問
題
に
関
す
る
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
講
師
に
、
大
雲
院
（
鳥
取
市
立

川
町
）
住
職
の
田
尻
光
照
さ
ん
を

お
迎
え
し
、「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

そ
れ
愛
情
？
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
普
段
、
親
が
子
ど
も
の
た
め
と

思
っ
て
し
て
い
る
こ
と
が
、
実
は

子
ど
も
に
不
利
益
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
多
々
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、

大
人
が
描
く
模
範
解
答
を
演
じ
る

子
ど
も
た
ち
が
育
て
ら
れ
て
い
る

危
険
な
現
状
が
あ
る
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
今
、
子
ど
も
た
ち

に
も
っ
と
も
欠
け
て
い
る
の
は
基

礎
筋
力
で
、
姿
勢
の
悪
さ
が
意
欲

減
退
、
学
力
低
下
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
便
利
な
社
会
を
追
求
し
て

き
た
弊
害
で
は
な
い
か
と
、
今
後

の
社
会
に
与
え
る
影
響
を
危
惧
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
は
親
と
し
て
、
も
う
一

度
子
育
て
、
教
育
の
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
そ
れ
が
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
本
当
の
愛

情
と
な
る
は
ず
で
す
。 

 

子
育
て
講
演
会 

中
林 

孝
子
さ
ん 
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第8回鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭（夏季・秋季）大会の結果報告 叙位叙勲のお知らせ 

　私たちが、かつて竹との良い関係をつくりだし
共生していた頃の生活を、もう一度見直していく
ことが必要な時代となっています。 
　船岡竹林公園を会場に、竹の立体オブジェ、彫
刻家藤原氏の作品、鳥取環境大学学生や地域住民
の作品等をダイナミックな構成で展示しますので、
竹の持つ豊かな力と美しさをご堪能ください。 
◇期　日　１月19日（土）～２月３日（日） 
　　　　　11：00～17：00 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇場　所　船岡竹林公園 
◇主　催　船岡竹林公園、竹プロジェクト実行委員会 
◇共　催　八頭町、八頭町教育委員会、 
　　　　　八頭町観光協会 
◇後　援　ＮＨＫ、エフエム山陰、新日本海新聞社、 
　　　　　日本海テレビ、読売新聞大阪本社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【お問い合わせ先】 
　■船岡竹林公園　1（0858）73－ 8100 
　■船岡公民館　　1（0858）72－ 0085

　去る11月17日に逝去された樋引清美氏は、元八
東町議会議員として町政の進展にご尽力され、叙
位叙勲「旭日単光章」を受章されました。 
　謹んで、ご冥福をお祈りいたします。 

「竹  柔剛のかたち」展を開催します 

叙位叙勲　旭日単光章 
故・樋引  清美 氏（八頭町新興寺） 

お知らせ 

八頭町観光協会講演会の開催について 

　八頭町観光協会主催の講演会を下記のとおり開
催します。長く深く続いてきた八頭町の歴史を、
面白くわかりやすくお話いただけます。 
　多数のご来場をお待ちしております。 
◇日　時　１月27日（日）午後３時から 
◇場　所　郡家公民館 
◇演　題　「八頭町むかしばな史」 
◇講　師　わかさ生涯学習情報館 
　　　　　館長　入江  宜明さん（八頭町在住） 
【お問い合わせ先】 
　八頭町観光協会事務局 
　（八頭町役場産業課内）　176－ 0208

『スローライフクラブ八頭』の会員募集について 

　このクラブは、八頭町内のさまざまな観光資源
を活用し、田舎暮らし体験等を通しての交流促進
を目的としたものです。今年は、「姫路公園かま
くら祭」（鳥取県観光メニュー採択事業）を開催す
る予定です。 
　今回、これらの活動に賛同していただける会員
を広く募集しますので、ふるってご応募ください。
なお、年会費は3,000円です。 
　詳しいお問い合わせ、申し込みについては八頭
町観光協会事務局（八頭町役場産業課内：176－
0208）にご連絡ください。 

ひとり親家庭無料休日相談会 

◇対　　象　東部市町にお住まいのひとり親家庭 
◇日　　時　平成19年４月～平成20年３月の第２日曜日 
　　　　　　13：30～17：00 
◇場　　所　シャミネ鳥取店１階 
　　　　　　（バスターミナル方面入り口） 
◇相談内容　・母子寡婦福祉資金の貸付 
　　　　　　　（子どもの高校、大学進学費用等） 
　　　　　　・仕事の情報、紹介 
　　　　　　・資格取得の支援 
　　　　　　・無料法律相談の支援 
 
　東部総合事務所福祉保健局では、ひとり親家庭の母
親の方を対象に仕事探し、転職等の情報提供、ハロー
ワークと連携して仕事を紹介するなど、きめ細かな支
援をしています。いつでもお気軽にご相談ください。 
 
【お問い合わせ先】 
　東部総合事務所福祉保健局福祉支援課 
　　母子福祉係　1（0857）22－ 5625

　８月25・26日、10月20・21・27・28日、11月23・24日に開催された標記の大会に参加された八頭 
町の方の成績は次のとおりでした。 

柔道競技の部（会場：鳥取県立武道館） 
　【団体一般の部】　１位　八頭Ｃチーム　 ３位　八頭Ａ・Ｂチーム 

 
 

バレーボール競技の部（会場：米子市福米体育館ほか） 
　【家庭婦人】　３位　船岡チーム　【成年２部女子】　３位　八頭チーム　【中学女子Ａ組】　３位　中央中学チーム 

ソフトテニス競技の部（会場：米子市東山庭球場）　【混合１部】　２位　八頭郡チーム 

バスケットボール競技の部（会場：倉吉東中学校ほか）　【中学男子】　1位　中央中学チーム 

ソフトボール競技の部（会場：米子市立東山中学校）　【成年１部男子】　２位　八頭町チーム 

陸上競技の部（会場：布勢運動公園陸上競技場） 
　【小学校４年生男子】　（100ｍ）　 ２位　山本　謙信　大江小 
　【小学生女子（共通）】　（800ｍ）　 ３位　多内　七海　丹比小 
　　　　　　　　　　　（走り高跳び）　１位　田中　祐美　八東小 

グランドゴルフ競技の部（会場：大栄町）　【団体の部】　５位　郡家Ａチーム 

平成19年10月27日（土）・28日（日）開催 

平成19年10月20日（土）・21日（日）開催 

夏季水泳競技の部（会場：米子市営東山水泳場） 

平成19年8月25日（土）・26日（日）開催 

平成19年11月23日（金）・24日（土）開催 

（自由形 50ｍ） 
 １位　中嶋 海斗  八東小  
（バタフライ 50ｍ） 
 ５位　北本 憲司  八東小 
 ６位　毛利 亮哉  隼小 

【小学生４年生以下  男子】 
（自由形 50ｍ） 
 ２位　中川 　結  隼小  
（背泳ぎ 50ｍ） 
 ６位　古田 　愛  隼小  
（バタフライ 50ｍ） 
 ５位　岩城 真湖  隼小 

【小学生４年生以下  女子】 
（自由形 50ｍ） 
 １位　山本 謙信  大江小 
 ２位　福田 真也  隼小  
（背泳ぎ 50ｍ） 
 ３位　松田 拓也  隼小 

【小学生５年生  男子】 
（自由形 50ｍ） 
 ５位　山本 志保  大江小 

【小学生５年生  女子】 

（自由形 50ｍ） 
 ６位　花木満里奈 八東小  
（平泳ぎ 50ｍ） 
 ５位　中村美紗都 隼小  
（バタフライ 50ｍ） 
 ６位　上田ほのか 隼小 

【小学生６年生  女子】 

（背泳ぎ 100ｍ） 
 ３位　松田 直也  船岡中 

【中学１年生  男子】 

（バタフライ 100ｍ） 
 ３位　山田 陽香  船岡中 

【中学１年生  女子】 

（自由形 50ｍ） 
 ４位　北本 圭一  八頭町 

【マスターズ30代  男子】 
（自由形 50ｍ） 
 １位　福田 恒己  八頭町 
 ４位　池本 敏美  八頭町  
（バタフライ 50ｍ） 
 ２位　小山 将範  八頭町 

【マスターズ50代  男子】 

夏 季 大 会 

プロデューサー 
　東樋口  護（鳥取環境大学環境デザイン学科教授） 

アーティスト 
　藤原 勇輝（彫刻家） 

プロジェクトチーム 
　・鳥取環境大学プロジェクト研究チーム 
　・八頭町内祭典関係者 

〈スタッフ〉 

お気軽にお越しください  

オープニングパーティー＆とんど祭り  

 1月19日（土）15:00～  
 ☆猪鍋、ぜんざい無料。 

 ☆正月飾りがあればご持参ください。 

バスケットボール競技の部（会場：三朝町スポーツセンターほか） 
　【小学生の部】　２位　郡家西ミニバスケットボールクラブ女子 
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　町では、郡家駅周辺整備のあり方等について、町
民の方に考えていただく検討委員会を設置します。 
　ついては、委員として一緒に考えていただける
方を募集します。 
 
◇募 集 人 員　男女各１名 
◇応 募 資 格　町内にお住まいの18歳以上の方 
◇会議の回数　年３回程度（予定） 
◇会議の場所　八頭町役場内 
◇報　　　酬　なし 
◇申 込 期 限　平成20年１月31日（木） 
 
【お問い合わせ先】 
　八頭町役場　総務課　176－ 0201

　八頭郡には、豊かな自然や新鮮で美味しい農産
物、厚い人情など、都会の人が魅力を感じる「田
舎ならではの地域資源」がたくさんあります。 
　こうした地域の魅力を十分に生かし、「田舎」
を求めている都市住民との交流や受入を推進する
ことによって、地域の活性化を図るためセミナー
を下記のとおり開催します。  
◇日　時　平成20年１月27日（日） 
　　　　　午後１時30分～午後３時30分 
◇場　所　智頭町総合センター（智頭町智頭2076－2） 

◇日　程 

◇講　演　演題　都会は田舎を求めている 
　　　　　　　　－田舎暮らしの現状と課題－ 
　　　　　講師　「月刊 田舎暮らしの本」編集長
　　　　　　　　佐藤　信弘（さとう のぶひろ） 

八頭郡田舎暮らし促進セミナーを開催します 

　この最低賃金は、最低賃金法に基づいて決定さ
れたものです。鳥取県内では、使用者はこれより
低い賃金で労働者を使用することはできません。 

※詳細は、鳥取労働局労働基準部賃金室（10857－
29－1705）又は最寄りの労働基準監督署まで。 

鳥取県の最低賃金 

鳥取県最低賃金 

産業別最低賃金 

１時間 621円　発効年月日：平成19年10月21日 

　交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害にあ
い、警察や検察庁に訴えたが、検察官がその事件
を起訴してくれない、このような不満をお持ちの
方は検察審査会にご相談ください。相談や申し立
てについての費用は一切無料で、秘密は固く守ら
れます。 
　検察審査会は、選挙権を有する国民の中から「く
じ」で選ばれた11人の審査員が、検察官が事件を
起訴しなかったことのよしあしを審査します。 
　検察審査会事務局では、検察審査会の役割を紹
介したビデオも貸し出しています。 
 
 
 
 
 
 
 
【お問い合わせ先】 
〒680－0011 鳥取市東町2－223（鳥取地方裁判所内） 
鳥取検察審査会事務局　1（0857）22－2171

ご存じですか？「検察審査会」 

　広報やずの前号 （12月号）において、「まちの
話題」（Ｐ21）の上月　騰さんの記事の中で、写真
の説明欄の名前の記載が間違っておりました。大
変ご迷惑をおかけしました。深くお詫び申し上げ
ます。 

訂正とお詫び 電気機械器具等
製造業最低賃金 

各種商品小売業
最 低 賃 金  

発効年月日： 
　平成19年12月20日 
発効年月日： 
　平成18年12月20日 
（19年度の改正なし） 

１時間 
　723円 

１時間 
　685円 

会場までの往復バスを運行する予定です。ご希望の方は、 
１月23日（水）までに役場企画人権課（176－0203）へご連絡ください。 
12:30 八頭町役場発　15:40 智頭町総合センター発 

　〈プロフィール〉 
　1946年山形県生まれ。千葉市在住。㈱宝島社に
入社後、地域振興コンサルティング、書籍・別冊
宝島の編集を経て、10年前から月刊「田舎暮らし
の本」編集長。地域活性化を目指す地方自治体か
らアドバイスを求められることも多い。 
　「田舎暮らしの本」は1987年創刊の、地方移住
に関する老舗的な情報誌。 
 
◇主　催　八頭郡田舎暮らし促進協議会 

田舎暮らし
体験ツアー
実施報告 

受付 開会 講　　演 閉会 

13:00 13:30 13:35 13:50 15:20 15:30

委員を募集 
「郡家駅周辺整備検討委員会」（仮称） 

◇日　　時　 平成20年１月19日（土）　午後２時から 
◇場　　所　 安部地区公民館（旧八東就業センター） 
◇諸 連 絡　 １月７日（月）～15日（火）の間、説明会への参加希望者を、役場建設課で電話受付
　　　　　　　いたします。（176－ 0206） 

桜ヶ丘分譲宅地売買に係る説明会を開催します 

全33区画（1･10･13･14･17･18･21･22･25･26･29･30･33番は
角地価格、ただし９番を除く）  
252.00㎡（76.2坪）［１～9区画］、234.96㎡（70.8坪）［10～17区画］、
270.22㎡（81.7坪）［18～25区画］、262.81㎡（79.3坪）［26～33区画］  
15,700円/㎡（角地は16,500円/㎡）  
3,688,872円～4,458,630円 

１．区　画　数 
  
２．面積（坪数） 
  
３．売 買 単 価  
４．売 買 価 格 

工　　期　19年12月上旬（着工）～21年３月下旬（完了） 
分譲受付　20年４月１日（開始）　 ※申請書受付 
抽　　選　20年12月上旬 
売買契約　21年３月中旬　　　　※確定測量完了後 
供用開始　21年４月上旬 

分譲開始までの主な日程（予定)

分譲宅地の位置・面積・価格等の概要 

八東ふれあい　　 
スポーツセンター 

JA－SS 
（ガソリンスタンド） 

町立安部小学校 

※上記売買価格に加え、上水道加入金（メーター代金含む）［13㍉の場合：140,400円、20㍉の 
　場合：194,700円］が必要となります。 

検
察
官 

不
起
訴 

に
な
り
ま
し
た
。 

再
調
査 

を
お
願
い
し
ま
す
。 

納
得
で
き 

ま
せ
ん 

不
起
訴
は 

議決書の送付 不起訴処分 審　査 申 立 て  

検察庁 

検察審査員 
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　毎月1日から10日の間、各地域の検針員が水道
メーターの検針を行っています。積雪時は、メー
ターボックスの場所が見つかりにくく、定期的な
検針の妨げとなることがあります。積雪時には、
水道メーター周辺の除雪にご協力お願いします。
また、以下の点にもご注意ください。 
・メーターボックスの上に物を置かないように
してください。 

・犬は出入り口や、水道メーターから離れた場
所につないでおいてください。 

 
 

 
　気温がマイナス４℃以下になると、防寒の不完
全な水道管は凍ったり、破裂したりします。冬季
は必ず防寒しましょう。夜間に少しずつ水を流す
のも凍結の予防になります。 
《凍りやすい水道管》 
　①管がむき出しになっているもの 
　②屋外にあるもの 
　③風当たりの強いところにあるもの 
《水道管が凍って水が出ないとき》 
　自然に解けるのを待つか、凍った部分にタオル
をかぶせて、その上からゆっくりぬるま湯をかけ
て温めます。熱湯を直接かけると破裂する場合が
あります。 
　水道管が破裂したら、メーター器ボックス内の
止水栓を閉めるなどの応急手当をしてから、八頭
町指定工事業者へ修理を申し込みください。 
 

 
 
・生活実態が変わらないのに、急に水道使用水
量が増えた。 

・晴れているのに不自然な水たまりがある。 
　このような場合は、漏水の可能性があります。
ご家庭の蛇口を全部閉め、メーターボックス内の
水道メーターを定期的にご確認ください。 
　蛇口を全部閉めても、水道メーター内のパイロ
ット（銀色のコマ）が回り続ける場合は、漏水が
考えられます。この場合は、早急に八頭町の指定
工事店へ修繕を依頼してください。（メーター器
から宅内側の漏水修繕は、自己負担となります） 
 
【お問い合わせ先】 
　本　　庁 上下水道課　176－ 0201 
　船岡支所 産業建設課　172－ 3973 
　八東支所 産業建設課　184－ 1228

上水道の適正な管理をお願いします 

　自然豊かな環境で、小高い丘に位置する船岡墓
苑の永代使用者を募集します。お気軽にご相談く
ださい。  
◇墓地の概要 
　・所 在 地　八頭町船岡752 
　・募集区画　24区画 
　・面　　積　1区画 約7.5㎡ 
　・使 用 料　1区画 28万円  
◇受　　付 
・受付場所　船岡支所 住民課 
・提出書類　使用申請書（船岡支所住民課にあ
　　　　　ります）※印鑑をご持参ください。 

◇そ の 他 
・区画使用制限　１人１区画まで 
・申請者資格等　町内外を問わない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【お問い合わせ先】 
　船岡支所 住民課　1（0858）72－ 0044

八頭町営「船岡墓苑」永代使用者募集 

を募集します!!
　みなさんの使っている家庭内の排水管も、使い
方によっては詰まりを起こすことがあります。そ
の大きな原因の一つが台所から流れるあぶら汚れ
です。あぶら分が排水管の内側に付着すると、水
の流れが悪くなったり、ひどいときは排水が逆に
溢れ出たりすることもあります。 
　そこで、個人でもできる汚水ますの自己管理方
法をご紹介します。  
①まず、家庭用ゴムホースとマイナスドライバ
ーを用意します。 

②次に、台所の水が最初に流れ込む汚水マス（台
所の外側付近）の蓋を、マイナスドライバー
で開けます。（中をのぞくとあぶらが付着し
ているのが見えます。） 

③そして水道につないだゴムホースで水を勢い
よく出し、汚水マスの中に付着したあぶら分
を洗い流します。 

④あとは蓋を閉じれば完了です。 

船岡墓苑区画図 

許可済 
（H19.12.10現在） 

水道 

駐
　
車
　
場 

宅内の漏水点検は、定期的に行いましょう!!宅内の漏水点検は、定期的に行いましょう!!

水道管を凍らせないようにしましょう!!水道管を凍らせないようにしましょう!!

水道メーターの検針にご協力を 水道メーターの検針にご協力を 

下水道の 豆 知 識 

　「鳥取自動車道」の開通を記念し2009年４月から１年間、「2009鳥取・因幡の祭典」が開催されま
す。これにあわせて、祭典前年の2008年から２年間、ナシータとカニーラたちと一緒に祭典を盛り
上げていただく『いなばＰＲフェアリー』を募集します。 
　また、これと同時に誰もが親しみやすく、因幡地域の特色を魅力的に発信し、2009鳥取・因幡の
祭典を効果的にＰＲできるようなイメージソングを募集します。 

※これらの応募にともなう個人情報は、本応募以外の目的には使用いたしません。ただし、『いなばＰＲフェア
リー』になられた方については派遣等の連絡のために使用いたします。また、イメージソングの応募につい
ては、入賞時・作品内容の問い合わせ時等の諸連絡のために使用いたします。 

●因幡地域を中心に、全国各都市でのＰ
Ｒ活動。●マスコットキャラクターなど
と、県内外で開催される各種イベントに
参加。●祭典終了後も、関係団体への挨
拶などに同行。（活動費用は支給）●活
動開始までの研修にも参加。（必須） 
 
平成20年４月１日～平成22年３月31日 ２年間 
 
６名程度 
 
●平成20年４月１日現在、18歳以上（高
校生、他のキャンペーン活動中の方は不
可）の方で鳥取市、岩美町、若桜町、智頭
町、八頭町のいずれかに在住又は通学、
通勤している方。●健康で明るく、人前
で話すことが好きな方。●実行委員会が
指示する祭典事業及びPRキャンペーン等
の年間行事に、家族並びに勤務先の理解
を得て、２年間、積極的に参加できる方。 
 
●応募用紙に必要事項を記入、写真貼付
の上、身分証明書（免許証、保険証など）
のコピーを添えて郵送又は持参。●応募
用紙は、鳥取市文化センター、東部地区
内の各役所、役場に備え付けあり。※応
募用紙は、公式サイト（http://www.tottori-
inaba.jp）でダウンロード可。 
 
書類審査、面接を経て選考。（詳しい日
時等は別途お知らせ） 
 
●『いなばＰＲフェアリー』に選考された
方には、賞金５万円と韓国訪問PRに同行。
●『いなばＰＲフェアリー』の制服一式は
支給。 
 
〒680－0841　鳥取市吉方温泉３－701 

（鳥取市文化センター２F） 
2009鳥取・因幡の祭典実行委員会事務局 
「いなばPRフェアリー応募係」 宛 
TEL（0857）27－8003 FAX（0857）27－8008

 
 

活動内容  
 
 
 
活動期間 
 
募集人数 
 
 
 
 
 

応募資格  
 
 
 
 
 
 
 
応募方法 
 
 
 
 

選考方法  
 
 

賞・特典  
 
 
 

応 募 ・  
問合せ先 
 

2009鳥取・因幡の祭典イメージソング
（曲・歌詞付） 
 
プロ・アマチュアを問わず、誰でも応募
可。（一人につき何点でも応募可） 
 
●曲調は自由とし、ジャンルは問わない。
（曲の時間は４分以内とする）●作品は、
オリジナルのもので、未発表のものであ
ること。 
 
●カセットテープ、CD、MD等に録音し
たものに、歌詞（様式は問わず）と、応
募用紙（作品タイトル、氏名、住所等必
要事項を記入）を添えて提出。●提出方
法は郵送、宅配便又は直接 「2009鳥取・
因幡の祭典実行委員会事務局」へ。●応
募用紙は鳥取市文化センター、東部地区
内の各役所、役場に備え付けあり。※応
募用紙は公式サイトでダウンロード可。
（http://www.tottori-inaba.jp） 
 
●応募作品は原則として返却しない。●
イメージソングとして採用する作品は最
優秀賞の一点のみとする。●最優秀作品
の著作権は全て2009鳥取・因幡の祭典
実行委員会に帰属する。●最優秀作品に
は、編曲・アレンジ等、多少手を加える
場合がある。●イメージソングは、祭典
PR活動やイベント開催時等に利用する
予定。 
 
○最優秀賞 １点 賞金10万円と因幡の
特産品　○優秀賞 ２点 因幡の特産品 
 
○入賞者・作品はホームページにて発表。 
 
〒680－0841　鳥取市吉方温泉３－701 

（鳥取市文化センター２F） 
2009鳥取・因幡の祭典実行委員会事務局 
「祭典イメージソング応募係」 
TEL（0857）27－8003 FAX（0857）27－8008

募集内容  
 

応募資格  
 
 

応募規定  
 
 
 
 
 
 
 

応募方法  
 
 
 
 
 
 
 
 

作 品 の  
取 扱 い   
 
 
 
 

賞  
 
発　　表 
 
 

応 募 ・  
問合せ先 

《『いなばPRフェアリー』応募要項》 《祭典イメージソング応募要項》 

平成20年2月8日（金） ＜当日消印有効＞ 応募〆切 

2009鳥取・因幡の祭典 
いなばPRフェアリー 

イメージソング 
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「防災とボランティアの日」および「防災とボランティア週間」について 

平成２０年4月1日より 
八頭町の子育て支援事業が変わります 
　現在、町では子育て支援の一環として、第３
子以降の児童を出産した保護者の方にお祝い金
を支給し、満６歳未満の児童を養育している保
護者の方にチャイルドシート購入（児童１人に
１台）費用の一部を助成しています。 
　平成20年４月からは第３子のお祝い金の支給
とチャイルドシート購入費用の助成を取りやめ、
児童の出生１人ごとに、お祝い金10,000円を支給
することにしましたのでお知らせします。詳し
くは福祉課の窓口（176－0205）へお問い合わせ
ください。 

住民基本台帳カードはとても便利 
－身分証明書としても使えます－ 

　住民基本台帳カード（以下住基カード）は安
全性に優れた I Cカードで、皆さんの申請に基づ
いて役場で発行します。顔写真付き住基カード
と写真なし住基カードがあり、顔写真付きの住基
カードを取得されますと、公的な身分証明書と
して利用できます。 
　これからは、顔写真付きの身分証明書が必要
になることが増えてきます。特に運転免許証が
ない人などは顔写真付き住基カードを持たれて
いると便利です。 
＜顔写真付き住基カードを身分証明書として利用できる例＞ 
・銀行窓口で10万円を越える現金振込みをするとき 
・携帯電話、クレジットカード等を新規契約す
るとき 

・銀行などで口座を新規開設するとき 
・パスポートの申請のとき　他 
　また、住基カードに電子証明書を格納されま
すと、インターネットを使って税の申告等を行
うことができます。（別にICカードリーダライター
の購入が必要です。） 
　住基カード及び電子証明書は八頭町役場福祉課、
船岡支所住民課、八東支所住民課で申請でき、
申請からカードの受取りまでは10日ほどかかり
ます。手数料は住基カードが500円、電子証明書
は500円です。詳しくは八頭町役場福祉課へお問
い合わせください。  
【お問い合わせ先】 
　八頭町役場福祉課　176－0211

 

　平成７年の阪神・淡路大震災を契機として、災害
時における各種のボランティア活動及び住民の自発
的な防災活動についての防災上の重要性が広く認識
されたことから、防災ボランティアの普及啓発を目
的に「防災とボランティアの日」（１月17日）および
「防災とボランティア週間」（１月15日～21日）が設
けられました。 
　近年の災害においても、防災ボランティア活動は、
大きな役割を果たしています。この機会に、防災の

こと、自分やまわりの大切な人たちのこと、地域の
安全のことなど考えてみてはいかがでしょうか？ 
 
☆地震への備えワンポイント☆ 
・持ち出しやすいところに非常袋などを準備して
おきましょう 
・消火器等を設置し火災に備えましょう 
・家具類は転倒防止器具などを取り付けましょう 
・避難場所や避難経路を事前に確認しましょう 12月１日現在 

（　　）内は前月比 

八頭町の 
世帯数と人口 

世帯数 

総人口 

男 

女 

5,815 
19,916 
9,588 
10,328

（＋５） 

（－10） 

（－６） 

（－４） 

世帯 

人 

人 

人 

11月３日 

７日 

７日 

14日 

22日 

25日 

28日 

11月10日 

27日 

11月11日 

13日 

横山　浩平 

福安　璃乃 

有本紋紀人 

平尾　春陽 

米村　愛佳 

山本　玲珂 

山根　璃奈 

谷口　雄飛 

高橋　愛斗 

三嶋　日和 

林田　彩乃 

俊　介・美　央

友　幸・友　美 

悠　紀・なつみ 

淳　一・加奈子 

政　人・千　春 

哲　進・　恵　 

　茂　・久美子 

真　朗・美由紀 

克　明・三　奈 

敏　男・真粧美 

孝　志・志　保 

こう  へい   

り 　 の     

あ 　き　  と     

はる　ひ     

あい　か     

れい　か     

り  　な   

ゆう　ひ     

あい　と     

ひ よ り     

あや　の     

郡
家
地
域 

八
東
地
域 

船
岡
地
域 

誕生日 名　　前 おとうさん・おかあさん ところ 

（敬称略） ひとのうごき 

11月11日 

11日 

14日 

18日 

18日 

20日 

21日 

21日 

22日 

28日 

12月１日 

２日 

３日 

４日 

４日 

７日 

11月11日 

18日 

12月９日 

11月17日 

17日 

21日 

27日 

30日 

12月６日 

９９ 

７９ 

８９ 

５３ 

５０ 

８５ 

７７ 

４８ 

５１ 

８１ 

８５ 

９４ 

７６ 

９４ 

８４ 

６４ 

８９ 

８３ 

９０ 

８６ 

９５ 

９７ 

９０ 

７５ 

８５ 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 
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家
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八
東
地
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船
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地
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お
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日　付 名　　前 年　齢 ところ 

（フローラル） 

（郡家西区） 

（南ヶ丘） 

（郡家西区） 

（山　路） 

（国中一区） 

（国中一区） 

（水　口） 

（新　庄） 

（才　代） 

（横　田） 

（麻　生） 

（郡家西区） 

（郡家殿） 

（郡家東区） 

（石田百井） 

（郡家中区） 

（�　塚） 

（米　岡） 

（土師百井二） 

（市　場） 

（市　谷） 

（西御門） 

（ 　 ） 

（麻　生） 

（福　地） 

（門　尾） 

（大　江） 

（破　岩） 

（塩　上） 

（新興寺） 

（富　枝） 

（ 南 ） 

（茂　田） 

（才　代） 

（ 島 ） 

ドミール 
こおげ 

お
め
で
た 

国民健康保険税 （第4期分） 
の納付月です 

1月は… 

完納にご協力をお願いします 

町 県 民 税  （第4期分） 

田中　由子 
田渕　愛子 
石破千代子 
保木本洋一 
猪本　房夫 
井上善三郎 
堀　　孝子 
　佛真利子 
森木　壽広 
荒西　為� 
尾�　延治 
亀井　末廣 
南井　正義 
田中ハマ子 
川口　節子 
中尾　　清 
大西　孝行 
年岡　俔子 
柳谷　愛文 
樋引　清美 
金森　とみ 
保田　英子 
上田　光枝 
中田　そめ 
山根　澄江 

農業委員会 

≪次回農業委員会開催予定≫ 

　平成20年１月10日（木） 
（※申請書は毎月25日までに提出してくださ
い。翌月の定例農業委員会で審議します。） 

【提出・お問い合わせ先】 
　本 庁 舎（産業課）　　　　　176－0208 
　船岡庁舎（産業建設課）　　　172－3973 
　八東庁舎（農業委員会事務局）184－1227

農業者の声を町長へ 

●第９回農業委員会審議内容（平成19年12月７日） 
　１．農地法の規定による許可申請 
　　　（所有権移転　６件） 
　２．非農地証明　　１件 
　３．農用地利用集積計画の決定 
　　　（使用貸借・賃貸借　106件） 
　４．農業振興地域整備計画の変更　２件 
　５．八頭町標準農地リース料（小作料）の検討 
　６．競売加入適格証明　１件 
 
　報告事項 
　・合意解約　４件 

１　遊休農地の解消について 
　農業生産法人等が船岡・八東地域にも誕生するよう具体的な施策を講じ、農業振興地域の遊休農地の
解消を図ること。 
 
２　樹園地跡地の利用について 
　水稲作付地としての復田を県・国に働きかけるとともに、農業者が容易に廃園地を利用可能な状態に
復元する施策を講じること。 
 
３　市民農園の開設について 
　農を楽しみたい、野菜作りをしてみたいという声がある中で、農地に触れ親しむ場を多くの方に提供
する「市民農園」の開設は食育の立場でも農地の利用の面からも有効な手段と考えられるので検討する
こと。 

 
４　八頭町水田農業推進協議会の一本化について 
　交付金の支出が３地域（郡家・船岡・八東）によって異なるなど一体性がないので、関係機関と協議
し、八頭町水田農業推進協議会の実質的な一本化を早急に図ること。 

 
５　農業委員会組織の強化 
　農業委員として広範な業務に対応するための研修の場を設けること。また、業務を遂行できるよう
組織の強化を図る措置を講ずること。 

農業委員会は12月７日に町長に建議書を提出しました。 
平成20年度の建議の要旨は下記のとおりです。 
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ギョンさんを紹介します！

　平成20年４月からごみの減量化を推進するため、燃
えるごみの収集回数を週３回から週２回に変更します。 
　また、多くの皆様から要望のありましたプラスチッ
クごみの収集回数を、月３回から週１回に変更します。
その他のごみの収集回数については変更ありません。 

 
 
 
 
※祝祭日がある週については、収集が変則的になる場合
があります。今後お配りする予定の、ごみ収集カレン
ダーでご確認ください。 

 
 
　「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に
関する法律」によるペットボトルの対象範囲が、平成
20年４月から拡大されることになりました。 
　鳥取県東部圏域では、現在収集しているペットボト
ルに加えて、酢、みりん、麺つゆが加わり、ペットボ
トルの収集範囲が次のとおりになります。 
 
「清涼飲料水」「酒類」「醤油・醤油加工品」「乳飲料」
「みりん・みりん風調味料」「食酢」「麺つゆ」が入
った　　の表示があるペットボトル 
 
　「ドレッシング」や「焼き肉のたれ」、「ソース類」
などが入った容器は、従来どおりプラスチックごみに
出してください。  
【お問い合わせ先】八頭町役場 福祉課　176－0211

　冬はエネルギーの消費が増加する季節です。普段の
生活をちょっと振り返り、過度の暖房は控え暖房器具
を効率的に使用するなどの省エネを実践しましょう。  
［エアコン］ 
　室温20℃を目安に温度を設定しましょう。エアコン
のフィルターは、月に１・２回は清掃しましょう。  
［ガス・石油ファンヒーター］ 
　設定温度は20℃を目安にしましょう。フィルターの
清掃もこまめに行いましょう。  
［電気カーペット］ 
　低めの温度設定に心がけましょう。部屋の広さに合
ったものを選び、断熱マットを引くのも一考です。  
［電気コタツ］ 
　敷き布団と上掛けをセットで使うと床への放熱を防
げ、省エネには有効です。 

ごみの収集内容変更にご協力をお願いします 

暖房温度は20℃を目安に 冬の省エネ 

ごみの収集回数の変更について 
 

ペットボトルの対象範囲の拡大について 

ごみの収集回数の変更について 
 

ペットボトルの対象範囲の拡大について 

ごみの収集回数の変更について 
 

ペットボトルの対象範囲の拡大について 

（アンニョンハセヨ！） （アンニョンハセヨ！） 

こんに
ちわ！

 

　明けましておめでとうございます！（セへ　ポクマ
ニ　パドゥセヨ！） 
　日本で初めての冬を過ごしています。気温が零下
に下がり、川の水が凍るほど寒い韓国の冬と比べ、
日本の冬はとても暖かいと聞きましたが、韓国より
ずっと寒いと感じています。韓国には昔から冬の厳
しい寒さを乗り越えるための建築方式として、「オ
ンドル」（日本でいう床暖房）があります。オンドルは、
部屋を床から暖めて、その熱で部屋全体を暖めると
ても効率的なもので、韓国人の生活には決して欠か
せないもののひとつです。最近は、日本でも床暖房
が増えてきていますが、韓国ほど広まっておらず、
部屋の中が寒い日本の住宅構造が、オンドルに慣れ
た私には体の芯から冷えてこたえます。でも、韓国
にはない「コタツ」や「カイロ」があるし、寒がりの
私を気にかけてくださる職員や住民の皆さんの暖か
い心遣いのおかげで、とても助かっています。 
　また、八頭町に来て初めて、保育所や小学校、中
学校で授業をしました。横城郡について紹介したり、
簡単な韓国語を教えたり、一緒に韓国料理を作った
り、韓国の遊びをしたりしながら楽しい時間を過ご
しました。韓国に関心を持って、色々な質問をして
くる子ども達を見て、みんな可愛くて純粋な心を持
っていると感じました。 
　韓国では、旧暦で暦を読むため、元旦（１月１日）
よりも旧正月（ソルラル：２月６日～10日）のほうが、
新年、お正月といった考え方です。ソルラル当日は、
朝早く起きて韓服（ハンポク）を着て、親戚一同が集
まって先祖をまつる茶礼（チャレ）を行い、お正月の
挨拶をして子ども達にお年玉をあげます。お年玉は、
子ども達にとって一番の楽しみです。お正月の朝ご
飯は、お餅入のスープ（トックッ）を食べると決まっ
ています。朝ご飯を食べた後は、先祖のお墓参りを
して、韓国の伝統的な遊びであるユンノリ（日本で言
う双六）をします。その雰囲気はまるで宴会のよう
です。 
　初めて迎える日本のお正月はどんな感じなのかと
とても楽しみにしています。 

　韓国 横城郡庁 行政研修生  柳  恩京（ユ ウンギョン） 
 

丹比小学校交流 
　～かくれんぼ遊び～ 

船岡小学校交流 
～韓国チヂミづくり～ 

品　　目 
燃えるごみ 

プラスチック 

現　行 
３回／週 

３回／月 

 

平成20年４月から 
２回／週 

１回／週 
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新年のごあいさつ 

２００７年を振り返る 

八頭町の給与等公表 

男女共同参画フェスティバル開催 

男女共同参画アンケート結果報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・２P 

・・・・・・・・・・・・・・・３P 

・・・・・・・・・・・・・・・・４～５P 

・・・・・・８～９P 
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今月の主な内容 

12月15日、船岡公民館チャレンジ教室で「チクリンくん
の凧作り」を行いました。まず、チクリンくんのイラスト
を色塗りした後、竹ひごを使って骨組みを作りました。苦
労したところもありましたが、最後にはちゃんと揚がる凧
を作ることができました。 

平成20年 
（2008） 1月号 

No. 34

チャレンジ教室　凧作り 

新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 


